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　平成１９年度を足取りも確かな「前進の年」と位置づけ、重要プロジェ

クトを力強く推し進めながら、「５つの元気なまちづくり」を基本方針

に、「市民との協働」を基調とした「住みたいまち伊万里・行きたいまち

伊万里」の実現と、人も産業も活力にあふれる、「元気な伊万里市づく

り」に努める。

　また、国の「三位一体の改革」により、地方交付税や国庫補助金が削減

され、今後も、これまで以上に厳しい財政運営を強いられるのは必至の状

況のなか、「財政健全化計画」にそって、可能なかぎりの歳入確保と歳出

全般にわたる徹底した削減に取り組み、将来の財政基盤の安定を目指す。

　そこで、予算編成にあたっては、昨年の災害復旧に要する経費と、今後

の伊万里市づくりに必要な工業用水開発や中核的病院建設などへの先行投

資を優先させつつ、限られた財源のなかで、可能な限り住民福祉の向上を

図る事業の充実や、将来の元気づくりにつながる事業へ重点的に財源配分

を行うなど、工夫を凝らした予算編成を行った。

増 減 額 増 減 率

平 成 18 年 度

当初予算額及び

6月補正後予算額

平 成 19 年 度

当 初 予 算 額

基　本　方　針

19,783,000
(17,582,000) (2,201,000) (12.5)

予算規模（一般会計）

平 成 18 年 度 当 初 予 算 額 及 び
6 月 補 正 後 予 算 額 と の 比 較

千円 千円 千円 ％

上段：（当初）
下段：６月補正後

19,503,254 279,746 1.4
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３　一般会計当初予算の対前年度比較表

（歳入）
上段：（当初）
下段：６月補正後

予 算 額 構 成 比 予 算 額 構 成 比 増 減 額 増 減 率

(5,174,873) (29.4) (818,121) (15.8)
5,174,873 26.5 818,121 15.8
(799,300) (4.6) (△ 417,790) (△ 52.3)

799,300 4.1 △ 417,790 △ 52.3
(24,000) (0.1) (△ 4,000) (△ 16.7)

24,000 0.1 △ 4,000 △ 16.7
(6,700) (0.0) (3,300) (49.3)

6,700 0.0 3,300 49.3
(7,100) (0.0) (4,300) (60.6)

7,100 0.0 4,300 60.6
(562,000) (3.2) (△ 600) (△ 0.1)

562,000 2.9 △ 600 △ 0.1
(147,000) (0.8) (△ 12,600) (△ 8.6)

147,000 0.8 △ 12,600 △ 8.6
(135,668) (0.8) (△ 69,302) (△ 51.1)

135,668 0.7 △ 69,302 △ 51.1
(5,355,699) (30.5) (△ 365,265) (△ 6.8)

5,355,699 27.5 △ 365,265 △ 6.8
(13,746) (0.1) (1,148) (8.4)

13,746 0.1 1,148 8.4
(447,300) (2.5) (1,453) (0.3)

457,292 2.3 △ 8,539 △ 1.9
(325,045) (1.9) (2,962) (0.9)

327,101 1.7 906 0.3
(1,997,417) (11.4) (444,160) (22.2)

2,438,835 12.5 2,742 0.1
(955,621) (5.4) (637,321) (66.7)
1,308,794 6.7 284,148 21.7
(39,095) (0.2) (△ 3,856) (△ 9.9)

39,654 0.2 △ 4,415 △ 11.1
(8) (0.0) (1) (12.5)

2,161 0.0 △ 2,152 △ 99.6
(133,326) (0.8) (473,871) (355.4)

642,992 3.3 △ 35,795 △ 5.6
(1) (0.0) (0) (0.0)
1 0.0 0 0.0

(531,001) (3.0) (△ 10,124) (△ 1.9)
536,138 2.8 △ 15,261 △ 2.8

(927,100) (5.3) (697,900) (75.3)
1,524,200 7.8 100,800 6.6

(17,582,000) (100.0) (2,201,000) (12.5)
19,503,254 100.0 279,746 1.4

（単位：千円、％）

平 成 １ ９ 年 度 当 初 比 較
（　Ａ　） （Ａ）　－　（Ｂ）

　　　　　　　　　　　　　　　　年　　度

　　　　　款

0.120,000利 子 割 交 付 金3

30.35,992,994市 税

1.9381,510地 方 譲 与 税

1

2

株式等譲渡所得割交付金

配 当 割 交 付 金

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

諸 収 入

繰 越 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

520,877

0.01

2.6

市 債

100.019,783,000歳 入 合 計

20 8.21,625,000

328,007 1.7

12.32,441,577

県 支 出 金 1,592,942 8.0

0.235,239財 産 収 入

寄 附 金 9 0.0

3.1607,197繰 入 金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分 担 金 及 び 負 担 金 2.3448,753

66,366 0.3

25.24,990,434

0.1

14,894 0.1

10,000

561,400

0.111,400

自 動 車 取 得 税 交 付 金

平 成 １ ８ 年 度 当 初
及 び ６ 月 補 正 後 （ Ｂ ）

2.8

0.7134,400

地 方 消 費 税 交 付 金

一般会計当初予算の対前年度比較（歳入：目的別）

市税
5,993

地方交付税
5,356

地方交付税
4,990

国庫支出金
2,442

県支出金
1,593

市債
1,524

市税
5,175

譲与税
382

譲与税
799

交付金
896

交付金
818

分担・負担金
449

分担・負担金
457

使用料・手数料
328

使用料・手数料
327

国庫支出金
2,439

県支出金
1,309

繰入金
607

繰入金
643

諸収入
521

諸収入
536

市債
1,625

その他
42

その他
35

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000 18,000 20,000

（単位：千円）

平成１９年度当初

平成１８年度６月補正後
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（歳出）
上段：（当初）
下段：６月補正後

予 算 額 構成比 予 算 額 構成比 増 減 額 増 減 率

(278,453) (1.6) (△ 20,816) (△ 7.5)

278,781 1.4 △ 21,144 △ 7.6

(2,459,692) (14.0) (165,001) (6.7)

2,526,480 13.0 98,213 3.9

(6,006,947) (34.2) (△ 60,404) (△ 1.0)

6,132,482 31.4 △ 185,939 △ 3.0

(1,543,504) (8.8) (79,972) (5.2)

1,625,686 8.3 △ 2,210 △ 0.1

(70,537) (0.4) (720) (1.0)

71,437 0.4 △ 180 △ 0.3

(506,649) (2.9) (323,618) (63.9)

906,814 4.6 △ 76,547 △ 8.4

(306,434) (1.7) (49,592) (16.2)

355,543 1.8 483 0.1

(1,282,247) (7.3) (674,548) (52.6)

2,292,346 11.8 △ 335,551 △ 14.6

(797,081) (4.5) (107,285) (13.5)

815,590 4.2 88,776 10.9

(2,057,735) (11.7) (△ 97,967) (△ 4.8)

2,128,828 10.9 △ 169,060 △ 7.9

(22,402) (0.1) (829,510) (3,702.8)

117,049 0.6 734,863 627.8

(2,220,313) (12.6) (107,702) (4.9)

2,220,313 11.4 107,702 4.9

(6) (0.0) (42,239) (703,983.3)

1,905 0.0 40,340 2,117.6

(30,000) (0.2) (0) (0.0)

30,000 0.2 0 0.0

(17,582,000) (100.0) (2,201,000) (12.5)

19,503,254 100.0 279,746 1.4

　　　　　　　　　　　　　　年　　度

　　　　　　款

1.3

4.6

（単位：千円、％）

平 成 １ ９ 年 度 当 初 比 較
（　Ａ　） （Ａ）　－　（Ｂ）

257,637議 会 費1

2 総 務 費 2,624,693

3 民 生 費 5,946,543

1,623,476

5 労 働 費 71,257

4 衛 生 費

830,267

7 商 工 費 356,026

6 農 林 水 産 業 費

1,956,795

9 消 防 費 904,366

8 土 木 費

1,959,768

11 災 害 復 旧 費 851,912

10 教 育 費

2,328,015

13 諸 支 出 金 42,245

12 公 債 費

30,000

19,783,000歳 出 合 計

14 予 備 費

9.9

1.8

4.2

0.4

100.0

平 成 １ ８ 年 度 当 初
及び６月補正後（ Ｂ ）

4.3

11.8

0.2

0.1

8.2

30.0

13.3

9.9

一般会計当初予算の対前年度比較（歳出：目的別）

議会費
279

議会費
258

総務費
2,526

総務費
2,625

民生費
6,132

民生費
5,947

衛生費
1,626

衛生費
1,623

土木費
1,957

教育費
2,129

教育費
1,960

公債費
2,220

公債費
2,328

農水費
830

農水費
907

商工費
356

商工費
356

土木費
2,292

消防費
816

消防費
904

その他
995

その他
220

0 5,000 10,000 15,000 20,000

平成１９年度当初

平成１８年度６月補正後
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４　特別会計・企業会計当初予算の対前年度比較表
上段：（当初）
下段：６月補正後

平成 １ ９ 年 度
当 初 予 算 額 増 減 額 増減率

(5,781,287) (697,679) (12.1)

5,879,087 599,879 10.2

(4,564,659) (98,097) (2.1)

4,564,659 98,097 2.1

(13,788) (147) (1.1)

608,254 △ 594,319 △ 97.7

(2,019,049) (140,237) (6.9)

2,474,509 △ 315,223 △ 12.7

(126,705) (4,158) (3.3)

166,448 △ 35,585 △ 21.4

(16,767) (△ 527) (△ 3.1)

17,000 △ 760 △ 4.5

(6,084,314) (121,959) (2.0)

6,159,297 46,976 0.8

(18,606,569) (1,061,750) (5.7)

19,869,254 △ 200,935 △ 1.0

(1,358,593) (2,059) (0.2)

1,358,593 2,059 0.2

(829,890) (206,539) (24.9)

829,890 206,539 24.9

(1,271,929) (309,969) (24.4)

1,271,929 309,969 24.4

(443,978) (360,535) (81.2)

443,978 360,535 81.2

(191,812) (8,088,136) (4,216.7)

491,312 7,788,636 1585.3

(246,192) (8,117,639) (3,297.3)

590,355 7,773,476 1316.7

(1,104,529) (5,621) (0.5)

1,119,529 △ 9,379 △ 0.8

(78,487) (164,637) (209.8)

121,927 121,197 99.4

(78,523) (164,904) (210.0)

121,966 121,461 99.6

比 較

（単位：千円、％）

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

立 花 台 地 開 発 事 業 特 別 会 計

特 別 会 計 の 計

老 人 保 健 特 別 会 計

市 営 駐 車 場 特 別 会 計

区 分

介 護 保 険 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

19,668,319

6,206,273

16,240

130,863

水 道 事 業
特 別 会 計

病 院 事 業
特 別 会 計

工業用水道事業
特 別 会 計

資 本 的 支 出

資 本 的 収 入

収益的収入及び支出

資 本 的 支 出

資 本 的 収 入

収益的収入及び支出

資 本 的 支 出

資 本 的 収 入

収益的収入及び支出

243,427

243,124

1,110,150

8,363,831

1,360,652

平成１８年度当初
及び６月補正後

8,279,948

804,513

1,581,898

1,036,429

2,159,286

13,935

4,662,756

6,478,966

特別会計当初予算の対前年度比較表

国民健康保険
5,879

国民健康保険
6,479

介護保険
4,565

介護保険
4,663

立花台地開発事業
608

立花台地開発事業
14

公共下水道事業
2,475

公共下水道
事業 2,159

農業集落排水事業166

農業集落排水事業
 131

市営駐車場
17

市営駐車場
16

老人保健
6,159

老人保健
6,206

0 5,000 10,000 15,000 20,000

（単位：百万円）

平成１９年度当初

平成１８年度６月補正後
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５　事業概要

※５つのまちづくり

① 歴史や伝統文化、特産品など、地域の宝を生かした元気なまち

② 地域医療の充実と食のまちづくりによる日本一の健康長寿の元気なまち

③ 企業誘致と地場産業の育成による雇用の拡大と生き生きと働ける元気なまち

④ 教育・福祉の充実と子育て支援による安心して子供を生み育てる元気なまち

⑤ 活力ある農林水産業の育成と商業を中心とする中心市街地が輝く元気なまち

⑥ ５つのエネルギッシュ政策を実現するための市政改革

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

発展 議会運営委員会運営事業 10

発展 常任委員会運営事業 10

発展 特別委員会運営事業 10

発展 議員政務調査支援事業 10

計 4

安心 防犯灯設置費助成事業 10

安心 ○ 中核的病院整備推進事業 10

活力 ○ ● 住みたいまち伊万里・行きたいまち伊万里推進事業 10

発展 ○ ● 第５次総合計画策定事業 10

活力 地籍調査事業 11

活力 ○ ● 各種訪問団交流及び大連市友好交流２０周年記念事業 11

活力 ○ ２１世紀市民ゆめづくり計画支援事業 11

活力 ○ 食を活かしたまちづくり事業 11

活力 ○ 民間活動フォローアップ事業 11

活力 市民センター自主事業 11

発展 ○ ●
伊万里港ポートセールス推進事業
(伊万里港開港４０周年記念事業開催費補助金)

12

発展 ○ 伊万里・アジアネットワーク事業 12

その他 ● 参議院議員選挙 12

その他 県知事・県議会議員選挙 12

その他 ● 市議会議員選挙 12

計 15 2 2 2 3 6

安心 地域生活支援事業 12

安心 障害者小規模通所授産施設支援事業 12

安心 身体障害者（児）補装具交付事業 13

安心 身体障害者更生医療給付事業 13

安心 ● 障害者自立支援給付事業 13

安心 心身障害児通園事業 13

安心 障害程度区分認定事業 13

安心 ○ 医療費助成事業 14

安心 特別障害者手当等支給事業 14

安心 障害福祉サービス利用支援事業 14

安心 ○ シルバー人材センター支援事業 14

安心 ○ 緊急通報システム事業 14

安心 ○ 老人保護措置事業 14

安心 ○ 敬老会開催事業 15

安心 ○ 老人クラブ活動事業 15

安心 人権教育・啓発基本方針策定事業 15

安心 ○ 子育て支援センター管理運営事業 15

安心 ○ 留守家庭児童クラブ管理運営事業 15

安心 ○ 児童扶養手当支給事業 15

５つのまちづくり

総
務
費

頁新規款 事業名
３つの

キーワード

民
生
費

議
会
費
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥

５つのまちづくり
頁新規款 事業名

３つの
キーワード

安心 ○ 一時保育促進事業 15

安心 ○ 幼児インフルエンザ予防接種費助成事業 16

安心 ○ 子育てファミリーサポート事業 16

安心 ○ こども医療費助成事業 16

安心 ○ 児童手当支給事業 16

安心 ○ 保育園運営事業 16

安心 生活保護事業 16

計 26 6 9 1

安心 ○ 母子保健事業 17

安心 ○ 思春期における保健福祉体験学習事業 17

安心 ○ むし歯予防等対策事業 17

安心 ○ 在宅当番医制運営事業 17

安心 ○ 病院群輪番制病院運営事業 17

安心 ○ 肝疾患対策事業 17

安心 ○ 不妊治療エンゼルサポート事業 17

安心 ○ 予防接種事業 18

安心 ○ 結核予防事業 18

安心 ○ 老人保健事業 18

安心 伊万里・有田地区衛生組合事業 19

安心 浄化槽設置整備事業（浄化槽設置整備事業補助金） 19

安心 資源ごみ回収奨励事業 19

安心 ごみ集積所整備費補助事業 19

安心 環境保全創造住民活動支援事業 19

安心 塵芥処理管理事業 19

安心 環境センター管理運営事業 19

安心 ごみ処理広域化推進事業 19

計 18 6 4

活力 ○ 中山間地域等直接支払交付金事業 20

活力 ○ 国営伊万里土地改良事業 20

活力 ○ 国営伊万里土地改良事業担い手農家負担金助成事業 20

活力 ○ 新たな米政策対策事業 20

活力 ○ 有害鳥獣対策事業 21

活力 ○ 水田農業構造改革対策特別事業 21

活力 ○ 若い農業者就農促進事業 21

活力 ○ グリーンツーリズム推進事業 21

活力 ○ 伊万里農業振興地域整備計画策定事業 22

活力 ○ ● 「伊万里農業未来塾」新規就農者育成確保推進事業 22

活力 ○ 魅力あるさが園芸農業確立対策事業 22

活力 ○ 伊万里牛振興会支援事業 22

活力 ○ さが畜産自給力強化対策事業 22

活力 ○ 耕畜連携・資源循環型農業推進事業 23

活力 ○ 基盤整備促進事業 23

活力 ○ 小規模土地改良事業 23

活力 ○ ● 小規模災害復旧支援事業 23

活力 ○ 県単さが農業農村振興整備事業 23

安心 ○ ため池災害防止事業 23

安心 ○ ため池等整備事業 24

活力 ○ 農免農道整備事業 24

衛
生
費

農
林
水
産
業
費

民
生
費
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥

５つのまちづくり
頁新規款 事業名

３つの
キーワード

安心 ○ 海岸保全事業 24

活力 ○ 生活環境保全林管理事業 24

発展 ○ ツル越冬事業 24

活力 ○ 森林づくり交付金事業 24

活力 ○ ● 森林施業計画策定事業 24

活力 ○ ● 緑の少年団交流事業 25

活力 ○ 林道整備事業 25

計 28 1 27 4

活力 ○ 中小企業振興資金貸付事業 25

活力 松浦鉄道支援事業（松浦鉄道施設整備事業費補助金） 25

安心 コミュニティバス運行事業 25

活力 ○ 工場等設置奨励事業 25

活力 ○ 企業訪問等立地勧奨事業 25

活力 ○ 国際アマチュア陶芸展事業 26

活力 ○ 佐賀県福岡情報センター事業 26

活力 ○ ● ウェルカム佐賀キャンペーン事業 26

活力 ○ イマリンビーチ管理運営事業 26

活力 ○ 大川内山キャンプ場管理運営事業 26

活力 ○ どっちゃん祭り事業 26

活力 ○ いまり秋祭り事業 26

活力 ○ 観光ボランティアガイド養成事業 26

活力 ○ ● 福岡都市圏観光客誘致事業 27

計 14 7 3 2 2

安心 道路維持事業 27

活力 ○ ● 伊万里焼ロードギャラリー事業 27

安心 市道整備事業 27

活力 都市再生道路整備事業 27

安心 地方道路交付金事業 27

安心 道整備交付金事業 28

活力 辺地対策事業 28

安心 交通安全施設整備事業 28

安心 ● 洪水ハザードマップ策定事業 28

安心 河川管理事業 28

安心 都市基盤河川改修事業 29

安心 総合流域防災事業 29

安心 永山川改修事業 29

発展 港湾一般管理事業 29

活力 土地取得事業 29

活力 都市計画道路整備事業（大坪木須線） 30

活力 都市計画道路整備事業（陣内白野線） 30

活力 伊万里駅南口線関連事業 30

活力 地方特定街路整備事業（県営事業負担金） 30

安心 ○ 都市公園整備事業（補助） 30

安心 ○ 都市公園整備事業（単独） 30

活力 定住促進事業 31

安心 地域住宅交付金事業 31

安心 ● 住宅・建築物耐震改修等事業 31

安心 ● 公共施設耐震化優先度調査事業 31

計 25 1 2 4

土
木
費

商
工
費

農
林
水
産
業
費
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥

５つのまちづくり
頁新規款 事業名

３つの
キーワード

安心 救急救命士養成事業 32

安心 消防資器材整備事業 32

安心 消防施設整備支援事業 32

安心 非常備消防車両等整備事業 32

安心 ● 市民防災の日事業 32

計 5 1

安心 ○ 学校適応指導教室事業 32

安心 ○ スクールアドバイザー事業 32

安心 ○ 学力向上対策推進事業 32

安心 同和地区就学等助成事業 33

安心 ○ 特別支援児童生徒サポート事業 33

安心 ○ フッ素洗口推進事業 33

活力 ○ 「オンリーワン」のさが体験活動支援事業 33

活力 ○ 特色ある学校創造事業 33

安心 ○ へき地校区高等学校生徒通学費助成事業 33

活力 ○ きらきら伊万里っ子育成事業 33

安心 ○ 小学校プール整備事業 34

安心 ○ 小・中学校耐震化事業 34

安心 ○ 小・中学校遠距離児童生徒通学費助成事業 34

安心 ○ 小・中学校特別支援教育就学奨励費助成事業 34

安心 ○ 小・中学校要保護・準要保護児童生徒就学援助事業 34

発展 ○ 外国青年招致事業 34

安心 ○ 中学校建設事業 35

安心 ○ 幼稚園預かり保育事業 35

安心 ○ ● 幼稚園空調整備事業 35

活力 同和問題講演会開催事業 35

発展 ○ 博物館・美術館構想研究事業 35

発展 ○ 指定文化財説明板製作事業 35

発展 ○ カブトガニ展示観察事業 35

安心 ○ 青少年相談・補導活動事業 35

安心 ○ ● 放課後子ども教室推進事業 36

安心 ○ 公民館管理運営事業 36

活力 ○ 伊万里塾推進事業 36

活力 ○ 特色ある公民館創造事業 36

安心 ○ ● 社会教育施設耐震化優先度調査事業 36

活力 ○ ブックスタート事業 36

活力 ○ 親子のふれあい絵本の読み聞かせ事業 37

活力 平成１９年度全国高校総体開催準備事業 37

活力 ○ ウオーキング大会開催事業 37

活力 ● スポーツ振興支援事業 37

安心 体育施設管理事業 37

安心 ○ ● 社会体育施設耐震化優先度調査事業 37

安心 ○ 学校給食センターＰＦＩ事業 37

計 37 9 23 5

消
防
費

教
育
費
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥

５つのまちづくり
頁新規款 事業名

３つの
キーワード

安心 農地災害復旧事業（補助、過年） 38

安心 農業用施設災害復旧事業（補助、過年） 38

安心 土木施設災害復旧事業（補助、過年） 38

安心 土木施設災害復旧事業（単独、過年） 38

安心 急傾斜地崩壊防止事業 38

安心 急傾斜地崩壊対策事業（県営事業負担金） 38

計 6

諸支出金 安心 水道事業繰出金 38

計 1

その他 国民健康保険特別会計 39

その他 介護保険特別会計 39

その他 立花台地開発事業特別会計 39

その他 公共下水道事業特別会計 40

その他 農業集落排水事業特別会計 40

その他 市営駐車場特別会計 40

その他 老人保健特別会計 40

計 7

その他 水道事業特別会計 41

その他 工業用水道事業特別会計 41

その他 国民健康保険病院事業特別会計 42

計 3

189 20 14 5 38 29 3 23

① 20件

② 14件

③ 5件

④ 38件

⑤ 29件

⑥ 3件

109件

災
害
復
旧
費

特
別
会
計

99件

64件

13件

企
業
会
計

13件

３つのキーワード計

新規事業（再掲）

歴史や伝統文化、特産品など、地域の宝を生かした元気なまち

地域医療の充実と食のまちづくりによる日本一の健康長寿の元気なまち

企業誘致と地場産業の育成による雇用の拡大と生き生きと働ける元気なまち

教育・福祉の充実と子育て支援による安心して子供を生み育てる元気なまち

活力ある農林水産業の育成と商業を中心とする中心市街地が輝く元気なまち

５つのエネルギッシュ政策を実現するための市政改革

５つのまちづくり計

３つのキーワード ５つのまちづくり

189件

23件

安　心

活　力

発　展

その他

- 9 -



●・・・新規事業

特定財源 一般財源

千円 千円 千円

千円 千円 千円

５つの
まちづくり

総　務　費

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名 事 業 費

●
第５次総合計画策
定事業

市政改革

●
住みたいまち伊万
里・行きたいまち
伊万里推進事業

安心

5,2575,257

8,901

197

発展

安心
２．
日本一の
健康長寿

中核的病院整備推
進事業

活力

防犯灯設置費助成
事業

600

１．
地域の宝

765

　地方自治法の規定に基づき特別委員会を設

置し、専門的な案件を審査する。

・事業内容

　案件審査、先進事例の調査、研究等

3,687

　地方自治法の規定に基づき常任委員会を設
置し、高度化、多様化する市政を目的に応
じ、付託された案件、所管事務を審査する。
・事業内容
　案件審査、先進事例の調査、研究等

6,000

　市議会議員の調査研究活動のため、必要な

経費の一部として、政務調査費を交付する。

・交付額　　議員一人当たり年額250千円

・交付時期　年2回（4月及び10月）

　各行政区が行う防犯灯の設置に対し、補助

金を交付する。

・補助金交付基準

　防犯灯1基の設置事業費の1/2 （上限25千円）

197

　「住みたいまち伊万里・行きたいまち伊万

里」の実現に向けて、定住を促進するための

各種施策を市内外へ積極的にＰＲする。

　西部保健医療圏(伊万里市､有田町)の中核と
なる新統合病院の整備を推進する。

　市政全般の方向性を示す重要な計画である
第５次総合計画の策定に向けて、基礎調査等
を実施する。
・計画期間　平成21年度～平成30年度
・内容　　　①基礎調査
　　　　　　②市民意識調査
　　　　　　③基本構想の策定

8,901

600

議　会　費

発展
議会運営委員会運
営事業

702 702

　地方自治法の規定に基づき議会運営委員会

を設置し、議会運営の円滑化を図る。

・事業内容

　運営に関する事項、会議規則、委員会条例

　に関する事項、議長の諮問事項の調査・研

　究等

発展
常任委員会運営事
業

3,687

発展
特別委員会運営事
業

765

発展
議員政務調査支援
事業

6,000

（一般会計）

資料　p43
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特定財源 一般財源

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名 事 業 費

千円 千円 千円

・事業名　　　子ども文化ふれあい事業

　　　　　　　「忍たま乱太郎＆キッズ

　　　　　　　　　　　　　コンサート」

・開催日時　　夏休み期間中(予定)

・場所　　　　市民センター

食を活かしたまち
づくり事業

２．
日本一の
健康長寿

市民センター自主
事業

「食のまちづくり推進計画」に基づき、市民

と行政との協働により計画的かつ効率的に事

業を推進する。

○委託料(食のまちづくり推進事業委託料)

・食のまちづくりの推進・普及活動事業

　(推進委員会､シンポジウム､弁当コンクール

　等の開催)　　　　　　　 　  1,016千円

・食育推進基本計画策定事業   　 898千円

419

500

　市民との協働による新しいまちづくりの活
動や、独創性のある市民のまちづくりに対し
て支援を行うことにより、活動の活性化や市
民主体のまちづくり、元気なひとづくりを行
う。
・2事業×200千円＝400千円
・1事業×100千円＝100千円

民間活動フォロー
アップ事業

（財）
63 3,822

　大連市との交流が２０周年を迎えるため､友

好都市締結のための相互訪問など更なる交流

の促進、発展を目指して記念事業を行う。

○大連市への訪問事業

○大連市からの招聘事業

１．
地域の宝

（繰）
3,0443,331

　市民と行政の協働による新しい伊万里、楽
しい夢のあるまちづくりを実現するために、
市民から夢づくり計画やアイデアを募集して
支援を行う。
○補助金
・19年度新規分　3事業　2,500千円(1年目)
・18年度継続分　2事業　  753千円(2年目)
・17年度継続分　3事業　　477千円(3年目)
○報償費等　 　　　　　　155千円

２１世紀市民ゆめ
づくり計画支援事
業

3,885

活力 地籍調査事業

287

161,659 57,034

（国）
104,325
（手）
240

（諸）
60

活力

●
各種訪問団交流及
び大連市友好交流
２０周年記念事業

500

1,914

2,719
（諸）
2,300

1,914

活力

活力

活力

活力 市政改革

市政改革

　昭和５８年事業着手以来、平成１８年度末

での進捗率は７１％である。

○事業内容

・18年度調査区　7.44k㎡

　南波多町笠椎、府招、小麦原及び大川原

　の一部

　面積の測定､地籍簿作成等

・19年度調査区　7.30k㎡

　南波多町大川原、高瀬の各一部、井手野

　及び原屋敷

　一筆地調査､地籍図根測量､地籍細部測量等

○事業費

・補助事業　　139,100千円

・単独事業　　 22,559千円

資料　p44

資料　p45

資料　p46
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特定財源 一般財源

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名 事 業 費

千円 千円 千円

千円 千円 千円

　在宅の障害者の社会的、経済的自立を図る

ため、障害者小規模通所授産施設を運営する

社会福祉法人に対し、支援を行う。

・交付先　社会福祉法人 国見の里

　　　　　　　　　　　（伊万里作業所）

・補助金　10,350千円(350千円は国庫対象外)

・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

安心
（県）
7,500

　障害者等の相談に対応するとともに、日常

生活用具の給付や移動支援、日中一時支援な

ど、障害者が自立した社会生活を営むために

必要な事業を行う。

※日中一時支援事業において、これまで北部

養護学校のみで行っていた施設までの送迎費

補助について、伊万里養護学校も対象に追加

し、保護者の就労機会や休息時間の確保を図

る。

安心 29,635

2,850

（国）
13,342
（県）
6,671

民　生　費

地域生活支援事業 49,648

障害者小規模通所
授産施設支援事業

10,350

　中国を中心とした東アジアをターゲット

に、伊万里の持つ資源を活用して「ビジネス

ベース」への移行を前提に事業を推進する。

・伊万里梨輸出事業

・伊万里焼輸出事業

・「ショップ伊万里」事業展開調査研究事業

発展

伊万里港ポート
セールス推進事業
(●伊万里港開港
４０周年記念事業
開催費補助金)

発展
３．
生き生き
と働ける

伊万里・アジア
ネットワーク事業

３．
生き生き
と働ける

1,000

　伊万里港開港４０周年を契機に伊万里港の

必要性、利便性等を市内外にアピールするた

め、記念事業として港祭りを開催する。

・実施主体　(仮)伊万里港開港40周年

　　　　　　記念事業実行委員会

・時期　　　9月29日(土)～30日(日)

　平成１９年７月執行予定の参議院議員選挙

に要する経費

その他
県知事・県議会議
員選挙

15,724
（県）
15,724

　平成１９年４月８日執行の県知事・県議会

議員選挙に要する経費

その他

その他

●
市議会議員選挙 43,278

●
参議院議員選挙 26,436

（県）
465 2,593

（県）
26,436

3,058

1,000

43,278

　平成１９年４月２２日執行の市議会議員選

挙に要する経費

資料　p47

資料　p48

資料　p47
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特定財源 一般財源

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名 事 業 費

千円 千円 千円

601

（国）
878

（負）
278

　障害者自立支援法に基づき、障害程度区分

の認定に係る審査判定業務を有田町と共同で

行う。

・負担割合　国　　　　　50.0％

　　　　　　市　　　　　34.2％

　　　　　　有田町　　　15.8％

安心
身体障害者更生医
療給付事業

●
障害者自立支援給
付事業

471,634

1,757
障害程度区分認定
事業

心身障害児通園事
業

64,357

（国）
230,356
（県）
123,493

安心

117,785

（国）
8,294
（県）
4,147

4,147

（国）
32,101
（県）
16,050

　障害者自立支援法の施行に伴い、障害者や

その保護者に対し障害福祉サービス利用の支

援等を行い、障害者の生活や社会参加を促進

する。

○介護給付

・居宅介護　・重度訪問介護　・行動援護

・短期入所　・重度障害者等包括支援

・療養介護　・生活介護　・施設入所支援

・共同生活介護

○訓練等給付

・自立訓練　・就労移行支援

・就労継続支援　・共同生活援助

○障害者自立支援法円滑施行特別対策

・就労意欲促進　・事業運営円滑化

・通所サービス利用促進等

安心

7,056

　障害のある児童及び発達に遅れのある児童

と保護者に、日常生活等に対応するための訓

練や指導を行う「こどもハートフルセンター

ひまわり園」を運営する。

・開設　　　　　月～土曜日　9時～17時

・指定管理者（委託先）

　社会福祉法人　伊万里福祉会

※平成19年度から立花町へ新築移転する。

また言語聴覚士等の派遣回数を増やし、専門

的な訓練の充実を図る。

安心 18,956

（国）
3,053
（県）
1,526
（諸）
7,321

安心
身体障害者（児）
補装具交付事業

16,588

　身体障害者（児）の日常生活や社会生活を

容易にするため、補装具の交付（修理）を行

う。

・補装具交付費　　16,588千円

・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

　身体障害者の障害部位の加療により、改善

または機能維持が保たれる場合（人工透析、

心臓手術等）に医療費の給付を行う。

・更生医療給付費　64,202千円

・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

16,206

資料　p48

資料　p49
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特定財源 一般財源

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名 事 業 費

千円 千円 千円

（負）
20,596 127,617

　おおむね６５歳以上で、環境上の理由及び

経済的理由により在宅での生活が困難な高齢

者を養護老人ホームに措置する。

・対象者　70人

・施設名　伊万里向陽園、唐津松風園

　　　　　シルバーケア武雄、寿光園、

　　　　　海光園、サリバン

12,350

3,485

安心
２．
日本一の
健康長寿

老人保護措置事業 148,213

　突発的で緊急を要する疾患等に対応するた

め、在宅の一人暮らし高齢者等に対し、緊急

通報機器を貸与する。

・貸与見込台数　140台

・利用料金

　　年収120万円未満　　　　 　300円/月

　　年収120万円～180万円未満　900円/月

　　年収180万円以上　　　 　1,850円/月

安心
２．
日本一の
健康長寿

安心
２．
日本一の
健康長寿

緊急通報システム
事業

3,485

23,112

シルバー人材セン
ター支援事業

　高年齢者の就業促進に取り組むシルバー人

材センターに対し、支援を行う。

・高年齢者就業機会確保事業費補助金

　（国直接補助　12,350千円）

5,778

　常時特別の介護を必要とする在宅の障害

者、常時介護を必要とする障害児(施設入所児

童を除く)に対し、手当を支給する。

・支給額（所得制限有り）

　　特別障害者手当　月額26,440円

　　障害児福祉手当　月額14,380円

　　経過的福祉手当　月額14,380円

・負担割合　国3/4　市1/4

12,350

安心
障害福祉サービス
利用支援事業

5,688
（県）
2,843 2,845

　通所授産施設等利用者に対し、活動奨励金

を支給し就労意欲の向上を図る。

　また、施設入所者（２０歳未満）の保護者

に対し、負担額の一部を助成する。

・負担割合　県1/2　市1/2

安心
特別障害者手当等
支給事業

２．
日本一の
健康長寿

（県）
108,761
（諸）
213

（国）
17,334

医療費助成事業安心 218,449

　保健の向上と福祉の増進を図るため、重度

心身障害者、乳幼児、母子家庭等に対し、医

療費を助成する。

・重度心身障害者医療費助成事業　128,860千円

・乳幼児医療費助成事業　　　　　 64,398千円

・ひとり親家庭等医療費助成事業　 25,191千円

・負担割合　県1/2　市1/2

109,475
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特定財源 一般財源

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名 事 業 費

千円 千円 千円

４．
安心して
子供を生
み育てる

　伊万里市老人クラブ連合会及び各町単位老

人クラブに対し、補助を行う。

・市老人クラブ連合会活動事業費補助金

　　　　　　　　　　　　　　1,434千円

・単位老人クラブ活動事業費補助金

　　　　　　　　　　　39,710円/クラブ

安心

　就労等により、昼間保護者のいない家庭の

児童（小学１～３年生）に対し、安全な生活

の場や遊びの場を提供し健全な育成を図る。

・利用料 月額3,000円(2人目以降1,500円)

・開設校区

　伊万里小、大坪小、立花小、二里小、

　山代東小、南波多小、松浦小、黒川小、

　東山代小、波多津小、波多津東小、

　大川内小

　※大川内小は平成19年度に新たに開設

留守家庭児童クラ
ブ管理運営事業

46,479

（県）
15,152
（使）
15,752
（諸）
305

15,270

（県）
1,370 1,726安心

２．
日本一の
健康長寿

老人クラブ活動事
業

3,096

安心
２．
日本一の
健康長寿

敬老会開催事業 6,004 6,004

　各町において敬老会を開催する。また最高

齢者に記念品を贈呈する。

○敬老会開催委託料　　5,980千円

安心
人権教育・啓発基
本方針策定事業

708
（県）
407 301

　「人権教育のための国連１０年伊万里市推

進計画」の次期推進計画を策定する。

・H18　懇話会等による計画案作成

・H19　基本計画冊子及び概要版作成

（県）
5,034

　子育て相談業務や子育てサークルの支援を

行うとともに、多様化する保育需要に応じた

一時保育、休日保育等を実施する。

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

子育て支援セン
ター管理運営事業

5,034

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

一時保育促進事業 5,012

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

児童扶養手当支給
事業

284,616
（国）
94,752 189,864

　父と生計を同じくしていない児童等が育成

される家庭の生活の安定と自立の促進に寄与

するため、手当を支給する。

・支給額（所得制限有り）

　　児童1人のとき　41,720円～9,850円/月

　　　　2人のとき　 5,000円/月加算

　　　　3人目以降　 3,000円/月加算

・負担割合　国1/3　市2/3

（県）
3,340 1,672

　保育園児でない在宅の乳幼児を一時的に保

育所において保育する。

・負担割合　国1/3　県1/3　市1/3
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特定財源 一般財源

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名 事 業 費

千円 千円 千円

（国）
696,556
（県）

1
（諸）

1

232,188

　生活困窮者に対し、困窮の程度に応じ必要

な保護を行い、最低限度の生活を保障し、自

立を助長する。

・事業内容　　生活・医療扶助等

・負担割合　　国3/4　市1/4

安心 生活保護事業 928,746

（国）
390,960
（県）
198,892
（負）
402,876
（使）
240

（諸）
7,273

652,761

　市内の公立６、私立１７保育園及び市外保

育園の運営に要する経費

・公立　　　533,556千円

・私立　　1,119,446千円

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

保育園運営事業 1,653,002

1,362

　３歳～小学校就学前の児童について、入院

時の医療費に係る自己負担額の一部を助成す

る。

・助成額

　保険給付の一部負担金(高額療養費等除く)

　の1/2

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

児童手当支給事業 522,302

（国）
231,244
（県）
142,551

148,507

　児童手当法に基づき、児童手当の受給資格

の認定及び支給を行う。

・支給対象者

　小学校修了前児童を養育している保護者

・支給額（所得制限有り）

　第1子、第2子　 　5,000円/月

　第3子以降　　　 10,000円/月

※平成19年度から3歳未満の児童（第1子、

　第2子のみ）には5,000円/月の加算

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

こども医療費助成
事業

1,362

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

幼児インフルエン
ザ予防接種費助成
事業

1,925 1,925

　小学校就学前児童のインフルエンザ予防接

種に要する費用の一部を助成し、保護者の負

担軽減を図る。

・1,000円/人の定額助成

（2回目の予防接種を受けた場合に限る）

（県）
159 160

　一時保育や休日保育で対応できない保育需

要への対応として、アドバイザー（子育て支

援センター）が依頼会員と提供会員を調整

し、提供会員が保育サービスを提供する。

・負担割合　県1/2　市1/2

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

子育てファミリー
サポート事業

319
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特定財源 一般財源

千円 千円 千円

安心
不妊治療エンゼル
サポート事業

４．
安心して
子供を生
み育てる

750

　不妊治療における人工授精・高度生殖医療

は健康保険適用外であるとともに、治療費が

高額であることから、その治療費の一部を助

成し、不妊で悩む家庭の経済的負担の軽減を

図る。

・補助金　　　15人×50千円

・補助期間　　5年間/世帯

・補助内容等　人工授精を含む不妊治療に要

　　　　　　　する経費（所得制限なし）

750

衛　生　費

病院群輪番制病院
運営事業

安心

安心 肝疾患対策事業
２．
日本一の
健康長寿

２．
日本一の
健康長寿

578

368

（諸）
2,009

（県）
109

（諸）
205

1,136

4,669

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名 事 業 費

安心

安心
むし歯予防等対策
事業

在宅当番医制運営
事業

４．
安心して
子供を生
み育てる

２．
日本一の
健康長寿

４．
安心して
子供を生
み育てる

安心

安心

（県）
23

母子保健事業

思春期における保
健福祉体験学習事
業

11,530

35

４．
安心して
子供を生
み育てる

12

11,530

　休日・夜間急患医療センターでの初期救急

医療体制を補完し、連休日における耳鼻科、

眼科の救急患者への適切な医療の提供を図る

ため、事業を伊万里・有田地区医師会に委託

する。

・実施機関　耳鼻科 2医院、眼科 3医院

　初期救急医療（休日・夜間急患医療セン

ター、在宅当番医制）の後方支援として、休

日において入院治療を必要とする重症救急患

者の医療を確保するため、輪番制により開院

する伊万里・西松浦地区内の１１病院に対

し、運営に要する経費の補助を行う。

　思春期の生徒に対し、性教育等に関する講

演会や赤ちゃんとのふれあい体験実習を実施

し、生命の尊厳や父性母性の育成を図る。

・実施予定　　中学校1校

　乳幼児期のむし歯予防や、歯周疾患予防に

対応するため、歯磨き教室やフッ素洗口等を

行うとともに、１歳６か月児健診にあわせ保

護者の歯科健診を行う。

　母子保健法に基づき、妊産婦の健康管理と

乳幼児及び児童が心身ともに健やかに育つこ

とをめざし、健康診査、訪問指導等を行う。

・妊婦乳児健康診査事業　　　9,366千円

・１歳６か月児健康診査事業　　892千円

・母子健康手帳交付事業　　   　47千円

・３歳児健康診査事業　　　  1,225千円

2,660

578

368

822

　住民総合健診時に、３０歳代を対象にＢ

型・Ｃ型肝炎ウイルス検査等を実施するとと

もに、検診機関が事業所に出向き行う肝炎

ウィルス検査（職域検診）の検診費用の一部

を助成する。
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特定財源 一般財源

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名 事 業 費

千円 千円 千円

　老人保健法に基づき、生活習慣病の予防、

高齢者の健康保持を図るため、各種健（検）

診、健康相談等を実施する。

・健康手帳交付事業　  　93千円

・健康教育事業　　　　 405千円

・健康相談事業　　　　 488千円

・健康診査事業　　　74,716千円

・訪問指導事業　　　　 348千円

・機能訓練事業　　　 　143千円

○主な変更内容
・がん検診等徴収金

　胃がん　（70歳以上）　無料 ⇒　500円

　子宮がん（集団）

　　　　　（20～69歳）　800円⇒　900円

　　　　　（70歳以上）　無料 ⇒　400円

　子宮がん（個別）

　　　　　（20～69歳）1,800円⇒2,000円

　　　　　（70歳以上）　無料 ⇒1,000円

　乳がん（マンモ１）

　　　　　（50～69歳）　900円⇒1,000円

　　　　　（70歳以上）　無料 ⇒　500円

　乳がん（マンモ２）

　　　　　（40～49歳）1,400円⇒1,500円

　大腸がん（70歳以上）　無料 ⇒　300円

　肺がん（読影）

　　　　　（70歳以上）　無料 ⇒　100円

　肺がん（読影＋喀痰）

　　　　　（70歳以上）　無料 ⇒　400円

2,391

　新感染症法に基づく検診を実施し、結核の

予防と早期発見を図る。

・対象者　結核検診　　 65歳以上の者

安心
２．
日本一の
健康長寿

老人保健事業 76,193

（国）
14,790
（県）
14,790
（諸）
10,057

36,556

安心
２．
日本一の
健康長寿

結核予防事業 2,391

41,293
２．
日本一の
健康長寿

予防接種事業 41,293

　感染症の発生を未然に防止するため、予防

接種法に基づき、各種予防接種並びに高齢者

のインフルエンザ予防接種を実施する。

・一類疾病

　ポリオ、日本脳炎、麻しん・風しん(二種混合)

　ジフテリア・百日せき・破傷風（三種混合）、

　ＢＣＧ等

・二類疾病

　インフルエンザ（65歳以上の高齢者）

※インフルエンザ徴収金　1,200円⇒1,400円

安心
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特定財源 一般財源

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名 事 業 費

千円 千円 千円

605

6,129

　リサイクル推進及びごみ減量化対策の一環

として､資源ごみの回収団体並びに回収業者組

合に対し補助を行う。

・回収団体数　　　180団体

・回収業者組合数　  2組合

338,362

　伊万里市、有田町で構成する伊万里・有田

地区衛生組合が行うし尿処理・火葬場事業に

対し、その運営経費を負担する。

※負担金額

　伊万里市　338,362千円

　有田町　　217,702千円

（国）
10,767
（県）
10,767

605

　ごみの適正排出及び減量化・再利用化を図

るため、ごみ集積所の設置費に対し補助を行

う。

・ごみ集積所整備　　 25基

安心
資源ごみ回収奨励
事業

6,129

安心
ごみ集積所整備費
補助事業

　浄化槽を設置する家庭に対し補助を行い、

生活排水による公共水域の水質汚濁の防止を

図る。

・補助金

　5人槽　 5基×342千円＝ 1,710千円

　7人槽　70基×414千円＝28,980千円

　10人槽　3基×537千円＝ 1,611千円

・負担割合　国1/3　県1/3　市1/3

安心
伊万里・有田地区
衛生組合事業

338,362

安心

浄化槽設置整備事
業
（浄化槽設置整備
事業補助金）

32,301 10,767

安心
環境保全創造住民
活動支援事業

1,200
（繰）
1,000 200

　資源循環型社会形成に向け地域環境づくり

に取り組んでいる「伊万里環の里計画事業」

に対し補助を行う。

・交付先　クリーン伊万里市民協議会

安心 塵芥処理管理事業 147,422
（手）
108,300 39,122

　ごみを分別収集するための指定ごみ袋等の

作製並びに収集運搬業務委託等に要する経費

安心
環境センター管理
運営事業

249,402
（諸）
19,182 230,220 　環境センターの管理運営に要する経費

6,195

　佐賀県ごみ処理広域化計画に基づき、新施

設建設に向けて、佐賀県西部ブロック構成市

町（４市５町）で事業計画作成等を行う。

・組合運営事務　均等割　15/100

　　　　　　　　人口割　85/100

・ごみ処理事業　均等割　10/100

　　　　　　　　人口割　90/100

安心
ごみ処理広域化推
進事業

6,195
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特定財源 一般財源

千円 千円 千円

５．
活力ある
農業の育
成

５．
活力ある
農業の育
成

５．
活力ある
農業の育
成

（県）
28,753

（県）
505

44,915

　生産組織の育成、強化による良質な米、

麦、大豆の安定的供給を確立するため、生産

組織が実施する高性能機械導入等の経費に対

し補助を行う。

○担い手育成条件整備事業

・事業主体　　古賀営農組合ほか4事業主体

・事業内容　　省力化等に必要な高性能機

　　　　　　　械の導入

・対象事業費　31,150千円

・補助金　　　18,348千円

・補助率　　　県1/2（1/3）　市1/10

○特色ある米・麦・大豆づくり条件整備事業

・事業主体　　椿原機械利用組合ほか6事業主

　　　　　　　体

・事業内容　　省力化等に必要な高性能機

　　　　　　　械、施設の導入

・対象事業費　34,839千円

・補助金　　　15,050千円

・補助率　　　県1/3　市1/10

○集落型経営推進事業

・事業主体　　古賀営農組合ほか4事業主体

・事業内容　　集落型経営体への移行に必

　　　　　　　要な活動（研修会等）

・対象事業費　1,680千円

・補助金　　　800千円

・補助率　　　県1/2（トンネル補助）

○大規模農家緊急育成事業

　　認定農業者が所有権の移転又は新たな

　賃借権の設定により、水田経営規模を拡

　大する場合に、経費の一部を助成する。

・助成金　　　2,291千円

・補助率　　　県1/2　市1/2

　国営伊万里土地改良事業にかかる農家負担
を軽減し、国営事業参加農家の経営安定を図
る。
・国営伊万里土地改良事業費負担金
　　　　　　　　　　　　　　97,886千円

　担い手農家に対する土地改良事業負担金償

還を軽減するために補助を行う。

・対象認定農業者　6工区24名

・補助率　　　　　県1/2　市1/2

505

　中山間地域における農業生産条件の是正、

耕作放棄地の発生防止、水源かん養、洪水防

止等の多面的機能の維持増進を図るため、交

付金を交付する。

○交付金　　   179,660千円

・集落協定数　 71集落

・補助率 　    国1/2　県1/4　市1/4

○推進事業費　 1,098千円（定額）

97,886

7,736

中山間地域等直接
支払交付金事業

国営伊万里土地改
良事業

事 業 費

180,758

97,886

５つの
まちづくり

農 林 水 産 業 費

５．
活力ある
農業の育
成

活力

（県）
135,843

キー
ワード

活力

説 明
財 源 内 訳

事 業 名

活力

活力
国営伊万里土地改
良事業担い手農家
負担金助成事業

新たな米政策対策
事業

36,489

1,010
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特定財源 一般財源
事 業 費

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名

千円 千円 千円

2,533

　米政策改革を円滑に推進するなかで、水田

農業における需給調整や担い手の育成、確保

による生産活動の集積化など、水田農業の構

造改革を促進するため、その活動母体となる

生産組合に対し補助を行う。

５．
活力ある
農業の育
成

５．
活力ある
農業の育
成

　農作物に深刻な被害をもたらす有害鳥獣の

駆除と被害防止対策に要する経費、並びに駆

除従事者の確保のための狩猟免許取得に要す

る経費の一部を助成する。

○有害鳥獣対策事業費補助金

　①駆除対策費（餌代、弾代等）

　・対象事業費　1,200千円

　・補助金　　　400千円

　・補助率　　　1/3

　②被害防止対策費（はこ罠等）

　・対象事業費　12,110千円

　・補助金　　　2,935千円

　・補助率　　　はこ罠、くくり罠　1/2

　　　　　　　　電気牧柵　1/6

　③捕獲報償金

　・対象事業費　6,225千円

　　　　　　　（7,500円×830頭）

　・補助金　　　2,075千円

○伊万里版イノシシ対策「狩猟免許取得促

　進」特別事業費補助金

　・対象事業費　500千円（50千円×10人）

　・補助金　　　500千円

　・補助率　　　10/10

5,910

2,533

5,910有害鳥獣対策事業活力

活力
水田農業構造改革
対策特別事業

活力

５．
活力ある
農業の育
成

グリーンツーリズ
ム推進事業

若い農業者就農促
進事業

５．
活力ある
農業の育
成

活力

1,151
（県）
675 476

　本市の特色ある農畜水産物の魅力を市内外
にアピールすることにより、農畜水産物の評
価向上と人的交流を促進し、農業・農村の活
力増進を図る。
○グリーンツーリズム担い手育成
・事業費　　　384千円
・負担割合　　県1/2　市1/2
○農業・農村へ直接触れ合う体験
・事業費　　　567千円
・負担割合　　県1/2　市1/2
○梅園を活用した都市農村交流促進
・事業主体　　伊万里市農協
・事業費　　　400千円
・補助金　　　200千円
・負担割合　　県1/2　事業主体1/2

240 240

　就農前の技術取得を促進し、優れた技術・

経営能力を持った青年農業者を確保するため

に、就農研修資金の償還額の一部を助成す

る。

・償還減免対象者　2名

・償還減免額

　600千円×2名×1/5(市補助金)=240千円

・補助率　　県4/5　市1/5

資料　p50
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特定財源 一般財源
事 業 費

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名

千円 千円 千円

活力

５．
活力ある
農業の育
成

伊万里農業振興地
域整備計画策定事
業

1,400 1,400

　農業地域を保全し形成すること、並びに農
業に関する公共投資や農業振興施策を計画的
に推進するための計画を策定する。
・計画策定期間　H18～19

活力

５．
活力ある
農業の育
成

●
「伊万里農業未来
塾」新規就農者育
成確保推進事業

150 150

　新規就農希望者を対象に、農作物の栽培管

理や農機具の操作等の講習、指導を行う「伊

万里農業未来塾」を開催する。

活力

５．
活力ある
農業の育
成

魅力あるさが園芸
農業確立対策事業

39,321
（県）
30,241 9,080

　園芸（果樹、野菜）を経営の柱とするプロ

農業者の育成、確保を図るため、農業用機械

や施設を導入する経費に対し補助を行う。

○人と環境にやさしい園芸農業拡大対策事業

・事業主体　　JA伊万里施設胡瓜部会

　　　　　　　ほか9事業主体

・事業内容　　省力化等に必要な高性能機

　　　　　　　械、施設の導入

・対象事業費　64,788千円

・補助金　　　28,034千円

・補助率　　　県1/3　市1/10

○プロ園芸農業者育成対策事業

・事業主体　　JA伊万里いちご部会ほか1事業

　　　　　　　主体

・事業内容　　省力化等に必要な高性能機

　　　　　　　械、施設の導入

・対象事業費　26,046千円

・補助金　　　11,287千円

・補助率　　　県1/3　市1/10

活力

５．
活力ある
農業の育
成

伊万里牛振興会支
援事業

2,112 2,112

　伊万里牛の銘柄確立(関西市場での共励会)
と販路拡大(東京市場)を図り、伊万里牛の生
産振興を促進する。
○伊万里牛振興会に対する補助金
・対象事業費　4,800千円
・補助金　　　2,112千円

活力

５．
活力ある
農業の育
成

さが畜産自給力強
化対策事業

3,088
（県）
2,375 713

　伊万里産の肥育素牛の生産拡大を図り、併
せて畜産農家と耕種農家が連携した資源循環
型農業を推進するため、牛舎並びにふん尿処
理施設・機械の整備に必要な経費及び自給飼
料の増産を図るための機械等の導入に対し助
成する。
○肥育素牛生産拡大対策事業
・事業主体　　二里繁殖牛組合
・事業内容　　施設（牛舎）の整備
・対象事業費　3,000千円
・補助金　　　1,300千円
・補助率　　　県1/3　市1/10
○自給飼料増産対策事業
・事業主体　　南波多飼料生産機械利用組合
・事業内容　　機械の導入
・対象事業費　4,125千円
・補助金　　　1,788千円
・補助率　　　県1/3　市1/10

資料　p51
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特定財源 一般財源
事 業 費

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名

千円 千円 千円

活力

５．
活力ある
農業の育
成

●
小規模災害復旧支
援事業

10,000 10,000

　平成１８年９月の秋雨前線豪雨及び台風１

３号により被災した農地や農業用施設におい

て、国庫補助の対象にならなかった小規模な

災害箇所について、復旧に要する経費の一部

を助成する。

・対象事業費（箇所限度額）

　20,000千円（400千円／箇所）

・補助金　　　10,000千円

・補助率　　　1/2

（分）
1,265
（県）
2,070

1,266

　中山間地域が果たす多面的機能等の維持を

図るため小規模な農業生産基盤の整備を行

う。

・事業費　　　4,601千円

・地区名　　　上岩谷地区(大川内町)

・工事内容  　用排水路整備　Ｌ＝190ｍ

・負担割合  　県45％　市27.5%　地元27.5%

安心

５．
活力ある
農業の育
成

ため池災害防止事
業

4,001

（分）
600

（県）
2,000

1,401

　国庫補助の適用を受けない老朽ため池の改

修事業で、災害を未然に防止し、農地等の保

全及び農業経営の安定を図る。

・事業費　  　4,001千円

・地区名　　  北野古堤ため池（松浦町）

・工事内容　　堤体工　L=37ｍ

　　　　　　　取水施設（斜樋）、余水吐工

・負担割合　  県50％　市35％　地元15％

活力

５．
活力ある
農業の育
成

県単さが農業農村
振興整備事業

4,601

（分）
4,050
（県）
19,035

3,975

　水田の嵩上げ、排水路の改修等の基盤整備
により生産性の向上及び効率的・安定的な農
業経営を図る。
・事業費　　 27,060千円
・地区名　　 西八谷搦地区

・負担割合　 国55％ 県15％ 市15％

　　　　　　 地元15％

活力

５．
活力ある
農業の育
成

小規模土地改良事
業

10,000 10,000

　国、県の採択基準に適合しない農道舗装、

水路改良等の小規模な土地改良事業に対して

補助する。

・対象事業費　20,000千円

・補助金　　　10,000千円

・補助率　　　1/2

活力

５．
活力ある
農業の育
成

基盤整備促進事業 27,060

活力

５．
活力ある
農業の育
成

耕畜連携・資源循
環型農業推進事業

6,607
（県）
5,082 1,525

　耕種農家と畜産農家の連携を促進するた
め、良質堆肥生産施設の整備や堆肥散布機等
の導入に対し助成する。
・事業主体　　大川堆肥生産組合ほか1事業主

　　　　　　　体

・事業内容　　良質堆肥生産施設

　　　　　　　ショベルローダー

・対象事業費　15,250千円

・補助金　　　6,607千円

・補助率　　　県1/3　市1/10

資料　p52

資料　p53

資料　p54
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特定財源 一般財源
事 業 費

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名

千円 千円 千円

1,061

　市内４７団地分の森林施業計画について、

造林事業の円滑な推進を図るため、５年経過

を目処に段階的な計画の更新を行う。

・更新計画

　H19　26団地（A=3,030.8ha）

　H20　18団地（A=1,481.5ha）

　H21　 3団地（A=　194.4ha）

活力

５．
活力ある
林業の育
成

●
森林施業計画策定
事業

1,061

（起）
3,300 450

○県営事業負担金
・地区名　　東山代地区
　　　　　（高潮対策、津波対策）
・総事業費　75,000千円
・負担金　　3,750千円
・負担割合　国50%　県45%　市5%

安心

５．
活力ある
農業の育
成

海岸保全事業 3,750

1,098

　県営事業として整備され、その後市へ管理

移管された腰岳生活環境保全林及び大野岳生

活環境保全林について、低木、中低木下の草

払いを行う。

・腰岳生活環境保全林　　4.37ha（年1回）

・大野岳生活環境保全林　2.49ha（年1回）

発展
１．
地域の宝 ツル越冬事業 2,082

（県）
550 1,532

　ツルの越冬を促進するために環境整備を行

い、ツルの越冬誘致を図る。

・事業内容

  技術指導謝礼            189千円

　餌代等                  390千円

  寝床等借上料　 　　   1,198千円

　ツルねぐら畦畔復旧工事　300千円

　日本ツル・コウノトリネットワーク負担金

　　　　　　　　　　　　　　5千円

活力

５．
活力ある
林業の育
成

生活環境保全林管
理事業

1,098

（県）
720

　森林施行の効率化を図るため、伊万里西松
浦森林組合により行われている民有林整備に
おける作業路開設の整備費用の一部を助成す
る。
・事業費　　1,200千円
・補助率　　60％

活力

５．
活力ある
林業の育
成

森林づくり交付金
事業

720

（分）
1,454
（起）
9,500

2,063

○計画概要書作成　高舟ため池（東山代町）

○県営事業負担金

・地区名　　椎立川下ため池、三本木ため池

　　　　　　大平ため池、瓶屋上ため池

・総事業費　60,585千円

・負担金 　 12,117千円

・負担割合　国50%　県30%　市15%　地元5%

活力

５．
活力ある
農業の育
成

農免農道整備事業 7,350
（起）
6,600 750

○県営事業負担金
・地区名　　松浦3期地区
・総事業費　73,500千円
・負担金　　7,350千円
・負担割合　国50%　県40%　市10%

安心

５．
活力ある
農業の育
成

ため池等整備事業 13,017
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特定財源 一般財源
事 業 費

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名

千円 千円 千円

千円 千円 千円

活力

５．
活力ある
林業の育
成

●
緑の少年団交流事
業

100

活力

５．
活力ある
林業の育
成

林道整備事業 7,937
（起）
4,000 3,937

　県代行事業として整備を進めている林道の

境界杭設置等を行うとともに、市で購入する

必要がある用地（山林、原野）を購入する。

①大川眉山線（H9～H20）

・事業量　用地購入　A＝18,000㎡

②滝野線（H7～H22）

・事業量　用地購入　A＝ 7,950㎡

（県）
50 50

　緑の少年団の協調心と緑を慈しむ心の醸成

を目的に、有田町の緑の少年団との交流会を

開催する。

・事業内容

　「緑の教室」の開催

企業訪問等立地勧
奨事業

活力
３．
生き生き
と働ける

14,893

5,200

1,837

23,031

14,893

5,200

活力

安心
コミュニティバス
運行事業

工場等設置奨励事
業

３．
生き生き
と働ける

商　工　費

３．
生き生き
と働ける

活力

（諸）
170,000活力

中小企業振興資金
貸付事業

松浦鉄道支援事業
（松浦鉄道施設整
備事業費補助金）

170,179

23,031

179

　産業振興策として、市内中小企業の資金調

達の円滑化を図るための原資として金融機関

へ預託する。

・貸付事務委託料　　　　　　179千円

・預託金額　　　　    　170,000千円

・貸付限度額　運転資金 　 8,000千円

　　　　　　　設備資金 　10,000千円

・預託先　市内金融機関、商工組合中央金庫

1,837

　投下固定資産が2,000万円を超える投資に対

し、課税免除（農工法）及び不均一課税（半

島振興法）を行い、不均一課税分については

翌年度に納税額を奨励金として交付し、工場

等の新設、増設の推進を図る。

・工場等設置奨励金（不均一課税分）

　　　　　　　　　　14,893千円（12企業）

 １社でも多くの優良企業の誘致を実現するた

め、豊富で良質な労働力や東アジア地域に至

近な地理的優位性を積極的にＰＲする等、企

業訪問を中心とした立地勧奨を展開する。

　第三セクターである松浦鉄道の永続的な運
営のため、設備更新等の経営強化に対し支援
を行う。
・松浦鉄道施設整備事業費補助金 23,031千円
　（車両更新などの鉄道近代化や老朽施設の
　　整備に対する沿線自治体の補助）
　期間　　　H18～25（8ヵ年）
　合計額　　169,087千円

　市街地を周回するコミュニティバスを運行

し、交通弱者の移動手段を確保することによ

り、「住みたいまち伊万里」の具現化を図

る。

資料　p56
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特定財源 一般財源
事 業 費

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名

千円 千円 千円

（国）
822 1,233

　「いまり秋祭り」を運営する振興会に対し

支援を行う。

・実施主体　いまり秋祭り振興会

※H19については、10／20（土）のみの開催

※まちづくり交付金対象事業

活力
１．
地域の宝

観光ボランティア
ガイド養成事業

144
（国）

57 87

　来訪者に対する満足度を高め、リピーター

の増加を目指すなど観光客誘致促進を図るた

め、観光ボランティアガイドを養成する。

※現在登録者数　36人（H19.2.1現在）

※まちづくり交付金対象事業

活力

５．
農林水産
業と中心
市街地が
輝く

いまり秋祭り事業 2,055

820

　大川内山キャンプ場の維持管理を行う。

・委託料（指定管理料）　740千円

・修繕料　　　　　　　　 30千円

・原材料費　　　　　　 　50千円

※施設の老朽化、利用者の減少に伴い、H19か

ら昼間のみのデイキャンプとする。

活力

５．
農林水産
業と中心
市街地が
輝く

どっちゃん祭り事
業

2,500
（国）
1,000 1,500

　伊万里の夏祭りとして定着している「どっ

ちゃん祭り」の実施に対し支援を行う。

・実施主体　伊万里の夏・どっちゃん祭り

　　　　　　実行委員会

※まちづくり交付金対象事業

活力
１．
地域の宝

大川内山キャンプ
場管理運営事業

820

活力
１．
地域の宝

イマリンビーチ管
理運営事業

9,664

（使）
54

（諸）
2,355

7,255

　イマリンビーチの年間を通した維持管理を
行う。
・委託料　　　　 　   4,011千円
・手数料（し尿汲取等）3,566千円
・借上料（施設等）    1,455千円
・その他                632千円

551 551

　県と市町、民間団体が一体となり、官民協

働による観光推進事業を継続的に行うととも

に、新たに「ウェルカム佐賀キャンペーン」

として事業展開を行う。

※H16～H18 観光さが魅力アップキャンペーン

活力
佐賀県福岡情報セ
ンター事業

活力
１．
地域の宝

●
ウェルカム佐賀
キャンペーン事業

１．
地域の宝

活力
国際アマチュア陶
芸展事業

１．
地域の宝

（国）
370

（繰）
500

（財）
2

925 53

　伊万里焼の産地として広くＰＲを行うた

め、全国からアマチュア陶芸家の作品を募集

し、陶芸展を開催する。

・4月1日～8日まで伊万里・有田焼伝統産業会

館で開催

※まちづくり交付金対象事業

643

　県内市町村が集まり、佐賀県全体の情報発

信基地として福岡都市圏に向けた情報提供を

行う佐賀県福岡情報センター（イムズビル内

（福岡市））を運営する。

643

資料　p58
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特定財源 一般財源
事 業 費

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名

千円 千円 千円

千円 千円 千円

１．
地域の宝

　市内全域の市道の維持管理を行う。

・委託料　　　　 　 8,400千円

・工事請負費　　 　29,633千円

・原材料費         10,893千円

・光熱水費　　　  　2,790千円

・その他           18,299千円

1,126

市道栄町・永山線（H18～H22）

・改良延長　L＝700m

・道路幅員　W=7.0m（車道部5.5m）

・本年度の事業内容

　本工事  　L=53m（換算延長）

　用地買収、立木補償

※まちづくり交付金対象事業

市道提川・川西線（2期）（H19～H23）

・改良延長　L=720m

・道路幅員　車道部W=5.5m

　　　　　　歩道部W=3.0m（片）

・本年度の事業内容

　測量設計業務委託

・補助率　　国55/100

　「焼物の里いまり」をアピールし、「行き

たいまち伊万里・住みたいまち伊万里」の推

進を図るため、「伊万里を感じるまちなみ修

景整備計画」に基づき、市街地の進入口等に

陶磁器を利用したモニュメント等を設置す

る。

（事業計画）

・事業期間　　H19～21

・本年度の事業内容

　　　　緑地部モニュメント　　　　4箇所

　　　　橋りょう親柱モニュメント　6箇所

※まちづくり交付金対象事業

市道改良事業

　市道古川・村分線ほか９路線

　・委託料　　 　1,200千円

　・工事請負費　15,760千円

　・用地購入費 　2,700千円

　・移転補償費 　4,100千円

土　木　費

活力

（諸）
108安心 道路維持事業

●
伊万里焼ロード
ギャラリー事業

70,015

3,834

69,907

活力

安心 市道整備事業

都市再生道路整備
事業

（起）
3,000 834

（国）
6,000
（起）
6,700

1,676

（起）
17,300 6,460

14,376

23,760

（国）
8,250
（起）
5,000

14,376
地方道路交付金事
業

安心

500

　福岡都市圏からの観光客の増加を図るた

め、地域資源や農産物等を活かした観光ルー

トを商品化し、観光客誘致を行う。

・観光客誘致事業企画業務委託料　300千円

・その他　 　　　　　　　　　 　200千円

活力
１．
地域の宝

●
福岡都市圏観光客
誘致事業

500

資料　p60
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特定財源 一般財源
事 業 費

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名

千円 千円 千円

△ 224

市道立岩・東分線（H18～H22）　※新規路線

・改良延長　L=900m

・道路幅員　W=5.0m

・本年度の事業内容

　本工事  　L=197m（換算延長）

　用地買収、物件移転補償

34,776
（起）
35,000

10,270

　平成１７年度から、地域再生計画に基づく

市道整備について、道整備交付金事業として

実施する。

・事業期間　H17～H21

・本年度の事業内容

　市道重橋・中山線ほか４路線

　本工事、測量設計業務委託、用地買収、

　物件移転補償

・補助率　　国1/2

（国）
22,000
（起）
9,900

42,170安心 道整備交付金事業

活力 辺地対策事業

安心
交通安全施設整備
事業

3,834

（国）
1,350
（起）
1,900

584

　交通弱者の安全確保のため、既存歩道の段

差解消工事を行う。

・事業箇所　市道延命橋線

・事業期間　H16～H20

・事業延長　L=600m

・本年度の事業内容

　本工事　  L=100m

※まちづくり交付金対象事業

安心 河川管理事業 13,704

（国）
3,216
（県）
3,271

7,217

　準用河川及び普通河川の正常な機能管理並

びに河川の排水機場、樋門等の管理を行う。

・委託料　　　　 　 7,321千円

・工事請負費　　  　1,200千円

・光熱水費　　　  　1,894千円

・負担金            1,845千円

・その他　　　　  　1,444千円

安心
●
洪水ハザードマッ
プ策定事業

3,451

（国）
1,200
（県）
1,200

1,051

　水防法の改正により、国管理河川と合わ

せ、主要な県管理河川も洪水ハザードマップ

の作成が義務付けられ、洪水予報等の伝達方

法等円滑かつ迅速な避難の確保を図るため、

ハザードマップの作成を行う。

・対象河川　国管理…松浦川、徳須恵川

　　　　　　県管理…有田川、伊万里川、

　　　　　　　　　　新田川

・内容　　　地理情報（地形図等）、浸水情

　　　　　　報（最大浸水範囲、氾濫水の到

　　　　　　達時間等）、避難情報（避難区

　　　　　　域、避難場所等）等

・補助率　　国1/3　県1/3

資料　p63
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特定財源 一般財源
事 業 費

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名

千円 千円 千円

安心
都市基盤河川改修
事業

40,253

（国）
14,000
（県）
14,000
（起）
12,600

△ 347

白野川（H13～H19）

・施工延長  L=560m

・護岸工事  A=3,120㎡

・橋りょう　2基

・用地買収  A=6,184㎡

・本年度の事業内容

　本工事　　L=80m

　用地買収、取水堰補償

・補助率　　国1/3　県1/3

安心 総合流域防災事業 34,503

（国）
12,000
（起）
18,000

4,503

煤屋川（H17～H26）

・施工延長  L=840m

・護岸工事  A=5,403㎡

・橋りょう　5基

・堰　　　　1基

・用地買収  A=7,856㎡

・物件補償　1戸

・本年度の事業内容

　附帯工事、建物補償再算定、用地買収、

　物件移転補償

・補助率　　国1/3

安心 永山川改修事業 16,293

（国）
6,800
（起）
7,600

1,893

永山川（H18～H20）

・施工延長　L=100m

・護岸工事　A=460㎡

・用地買収　A=300㎡

・H19の事業計画

　護岸工　　L=40m

　用地買収、物件移転補償

※まちづくり交付金対象事業

発展 港湾一般管理事業 2,293 2,293
　伊万里港振興のため、大型船が接岸できる
水深マイナス１３ｍ岸壁の整備促進等を行
う。

32,646

　土地開発公社で先行取得していた駅周辺公

共施設用地について、年次的に買戻しを行

う。

・買戻期間　H18～H21

・買戻総額　439,841千円

・本年度の買戻対象

　伊万里駅前西側駐車場用地

活力
（起）
97,600土地取得事業 130,246

資料　p64
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特定財源 一般財源
事 業 費

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名

千円 千円 千円

（起）
3,700 1,215

伊万里ファミリーパーク

（いまり夢みさき公園）

・事業期間　H12～H21

・本年度の事業内容

　修景施設、案内標識整備

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

都市公園整備事業
（単独）

4,915

活力
都市計画道路整備
事業（大坪木須
線）

145,616
（起）
112,500 33,116

大坪木須線（H16～H20）

・計画整備延長L=740m

・幅員   　   W=22m（4車線）

・本年度の事業内容

　本工事　　　L=150m

　物件移転補償

※まちづくり交付金対象事業

都市計画道路整備
事業（陣内白野
線）

14,376 3,176

陣内白野線（H16～H22）

・計画整備延長L=420m

・幅員  　    W=12m（2車線）

・本年度の事業内容

　本工事　　　L=30m

　用地買収、建物再調査委託、物件移転補償

※まちづくり交付金対象事業

活力
伊万里駅南口線関
連事業

4,000
（起）
3,000 1,000

　県道伊万里有田線（都市計画道路・伊万里

駅南口線）の整備（県事業）に伴う市道の取

付工事を行う。

・事業期間　H16～H20

・本年度の事業内容

　用地買収  A=78.47㎡

活力

活力
地方特定街路整備
事業（県営事業負
担金）

32,000

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

都市公園整備事業
（補助）

28,752

（国）
15,000
（起）
13,500

252

伊万里ファミリーパーク

（いまり夢みさき公園）

・事業期間　H12～H21

・本年度の事業内容

　実施設計、園路整備

・補助率　　国1/2

（起）
28,800 3,200

○県営事業負担金

　八谷搦駅前線外１線（H11～H19）

・事業費160,000千円×2/10＝32,000千円

（起）
11,200
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特定財源 一般財源
事 業 費

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名

千円 千円 千円

（国）
1,121 2,243

　災害発生時の避難場所等になる公共施設に

ついて、耐震診断の事前調査である耐震化優

先度調査を行う。

・委託料　　3,364千円

・調査対象施設

　　市庁舎、消防署、保育園、隣保館、

　　憩の家、伝産会館、市民会館　等

・補助率　　国1/3

安心
●
公共施設耐震化優
先度調査事業

3,364

（国）
72,144
（起）
90,400

△ 4,324

　老朽化が著しい市営住宅について、平成17

年度から創設された地域住宅交付金制度を活

用し補修工事等を行う。

・事業期間　　H17～H21

・本年度の事業内容

 〈基幹事業〉

　　外壁等改修工事（楠久第2）

　　給水管改善工事（楠久第2、立岩）

　　浄化槽改善工事（楠久第2、大久保）

 〈提案事業〉

　　外壁等改修工事（楠久第2）

　　駐車場整備工事（立花、立岩）

　　設計監理委託料

・補助率　　　国4.5/10

安心
●
住宅・建築物耐震
改修等事業

8,500
（国）
4,250 4,250

　H18.1月の法改正により、市町村耐震改修促

進計画の策定が必要であるため、地震ハザー

ドマップを作成する。

・委託料　　8,500千円

・補助率　　国1/2

安心
地域住宅交付金事
業

158,220

活力 定住促進事業 962

（使）
8

（国）
432

522

　空き家バンク制度を円滑に行うため、空き

家情報調査や相談業務等の委託を行うととも

に、空き家の改修を行うものに対し、改修費

の一部を支援し、市内への定住の促進を図

る。

・委託料　　712千円

・委託内容

　①空き家情報調査・相談業務

　②空き家登録調査

・補助金　　250千円
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特定財源 一般財源

千円 千円 千円

千円 千円 千円

安心

895

　教育相談の専門的な知識・経験を有するス

クールアドバイザーを、スクールカウンセ

ラー未配置校の小学校に３名配置し、適切な

カウンセリングを実施する。

・負担割合　県1/2　市1/2

　小中学校の児童生徒を対象に到達度テスト

等を実施し、基礎学力の定着度合いを把握す

ることにより、今後のきめこまやかな指導の

充実を図る。

457

　学校適応指導教室「せいら」を開設し、不

登校児童生徒の学校への復帰を支援する。

スクールアドバイ
ザー事業

3,175

4,473

４．
安心して
子供を生
み育てる

（繰）
1,000安心

学力向上対策推進
事業

４．
安心して
子供を生
み育てる

1,457

安心

教　育　費

４．
安心して
子供を生
み育てる

（県）
1,280
（繰）
1,000

安心
学校適応指導教室
事業

1,200

658
●
市民防災の日事業

安心

安心
消防施設整備支援
事業

非常備消防車両等
整備事業

５つの
まちづくり

消　防　費

安心

キー
ワード

安心

説 明
財 源 内 訳

事 業 名

救急救命士養成事
業

消防資器材整備事
業

事 業 費

2,586

4,051

2,586

　各地区消防団に配備されている小型動力ポ

ンプ付積載車について、老朽化のため更新を

行う。

・更新対象分団　牧島1部、大川内2部

　昭和４２年の大水害から４０年となること

を機会に、水害発生日である７月９日を「市

民防災の日」として定め、防災意識の浸透及

び高揚を図る。

・防災講演会

・防災標語コンクール

・啓発資材

　消防力の充実強化を図るため、消防ホース

や防火衣、空気呼吸器などの消防資器材の整

備を行う。

・財源　石油貯蔵施設立地対策等交付金

　防火水槽新設費補助金

・地区名　　　東山代町浦川内地区

・補助率　　　事業費の7/10以内

・補助限度額　1,200千円

1,200

　救急業務体制の充実強化を図るため、高度

な救急処置を行うことができる救急救命士１

人を養成する。

・救急救命士数　　13人（平成18年度末）

658

875

（県）
2,236 2,237

（諸）
4,051

（起）
6,3007,175

資料　p71

資料　p71
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特定財源 一般財源

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名 事 業 費

千円 千円 千円

81

　歯質の強化に極めて有効なフッ素を乳歯及

び永久歯が生える時期に積極的に応用する必

要があるため、幼稚園、小学校においてフッ

素による口内洗浄を実施する。

・県補助　　小学校1/2

４．
安心して
子供を生
み育てる

４．
安心して
子供を生
み育てる

　子どもたちの豊かな感性と郷土への理解と

愛着を醸成するため、佐賀のよさを活かし、

かつ地域の実状に応じた農林水産業や窯業な

どの地場産業体験活動を実施する。

・対象校　市内全小中学校

・補助率　県10/10

4,220
（県）
4,220

　同和地区生徒の保護者の負担軽減を図るた

め、進学助成を行う。

　特別支援を要する児童生徒の介護、支援を

行うため臨時雇職員を配置し、学習環境の向

上、自立を図る。

・臨時雇職員　小学校1名　中学校1名

2,277

312安心
同和地区就学等助
成事業

312

（県）
37118

2,277
特別支援児童生徒
サポート事業

安心

安心
フッ素洗口推進事
業

４．
安心して
子供を生
み育てる

活力
「オンリーワン」
のさが体験活動支
援事業

活力

４．
安心して
子供を生
み育てる

特色ある学校創造
事業

3,000
（繰）
3,000

　教育活動に関する予算の使途について学校

長の裁量の幅を広げることにより、創意工夫

を生かした教育活動を行い、学校の自主性、

自律性を向上させ、特色ある学校づくりを推

進する。

・委託先　小中学校校長会

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

へき地校区高等学
校生徒通学費助成
事業

3,256
（県）
1,628 1,628

　へき地校区から高校へ通学する生徒の保護

者の経済的負担を軽減するため、通学費の補

助を行う。

・対象校区　波多津東小、滝野小、山代西小

・負担割合　県1/2　市1/2

活力

４．
安心して
子供を生
み育てる

きらきら伊万里っ
子育成事業

800
（繰）
800

　児童生徒の豊かな心の育成及び自己実現の

基礎となる学力の向上をめざすため、これか

らの国際社会に対応できる人材の育成や教材

開発等を行う。

・委託先　小中学校校長会

◎委託内容

　・子ども伊万里学指導資料作成

　　「世界に誇るわたしたちの伊万里焼」
資料　p72
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特定財源 一般財源

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名 事 業 費

千円 千円 千円

（国）
256

（繰）
15,000

25,094

　経済的な理由により就学困難な児童生徒の

保護者に対し、学用品費や給食費等の就学援

助を行う。

・小学校要保護・準要保護児童就学援助事業

　　　　　　　　　　　　　 　　　20,184千円

・中学校要保護・準要保護生徒就学援助事業

　　　　　　　　　　　　　 　　　20,166千円

・補助率　国1/2（要保護のみ）

発展

４．
安心して
子供を生
み育てる

外国青年招致事業 13,608
（繰）
11,964 1,644

　市内の小中学校へ外国人英語指導助手（Ａ

ＬＴ）を派遣し、英語教育や授業の補助を行

い、子どもたちに「生の英語」に触れ合う機

会や外国文化に触れる機会を設ける。

・小・中学校ＡＬＴ　3名

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

小・中学校要保護
・準要保護児童生
徒就学援助事業

40,350

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

小学校プール整備
事業

6,000
（起）
4,500 1,500

　小学校プールの老朽化したろ過機の改修及

び新規ろ過機の増設等について、年次的に整

備する。

・対象校　二里小学校

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

小・中学校耐震化
事業

3,270
（国）
1,090 2,180

平成１８年度に実施した小中学校耐震化優先

度調査に基づき、小中学校の耐震診断を行

う。

・小学校耐震化事業　1,737千円

・中学校耐震化事業　1,533千円

・補助率　国1/3

・対象校　大川内小・伊万里中

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

小・中学校遠距離
児童生徒通学費助
成事業

25,965 25,965

　遠距離通学の児童生徒の通学手段を確保す

るため、スクールバスの運行や通学費等の助

成を行う。

・小学校遠距離児童通学費助成事業　8,116千円

・中学校遠距離生徒通学費助成事業 17,849千円

・スクールバス　　青嶺中学校

・通学用タクシー　南波多小学校、東陵中学校

・通学費補助　　　小学校4km以上

　　　　　　　　　中学校6km以上

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

小・中学校特別支
援教育就学奨励費
助成事業

1,648
（国）
823 825

　特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者

の負担を軽減するため、就学費の助成を行

う。

・小学校特別支援教育就学奨励費助成事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　1,075千円

・中学校特別支援教育就学奨励費助成事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　573千円

・補助率　国1/2

・給食費、修学旅行費、学用品費など
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特定財源 一般財源

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名 事 業 費

千円 千円 千円

（財）
28 2,061

　いじめ・不登校・非行など問題行動が増加

するなかで、子どもや家庭がかかえる悩み等

の解決に向けて相談体制を整える。

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

青少年相談・補導
活動事業

2,089

67

　平成１８年度に購入した大川内鍋島窯跡の

藩役宅跡に史跡の概要等を記述した説明板を

設置する。

発展
１．
地域の宝

カブトガニ展示観
察事業

325 325

　本市の環境保護のシンボルでもあるカブト

ガニについて、保護活動を充実させるために

平成１８年度に引き続き生態展示を行う。

・展示期間　4月～7月中旬　　　市役所ロビー

　及び場所　7月中旬～8月中旬　多々良海岸

　　　　　　8月中旬～3月　　　市役所ロビー

発展
１．
地域の宝

指定文化財説明板
製作事業

67

発展
１．
地域の宝

博物館・美術館構
想研究事業

100 100
　博物館・美術館の建設に向けて、基本構想

策定委員会を開催し、基本構想を策定する。

（起）
1,200 406

　空調設備が未整備の黒川幼稚園について、

年次的に整備する。今年度は遊戯室に空調を

整備する。

583

　８月の同和問題啓発強調月間にあわせ、同

和問題講演会を実施し、市民の人権・同和問

題への関心を高める。

活力
同和問題講演会開
催事業

583

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

●
幼稚園空調整備事
業

1,606

（国）
69,306
（起）
135,500
（繰）
60,000

1,000

　老朽化の著しい国見中学校について、年次

計画に基づき屋内運動場の建設を行う。

・工事費　　 261,201千円

・監理委託費　 2,000千円

・その他　　　 2,605千円

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

幼稚園預かり保育
事業

116
（使）
116

　黒川、波多津東幼稚園において、正規の開

園時間終了後、希望する園児を預かり、保育

する。

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

中学校建設事業 265,806
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特定財源 一般財源

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名 事 業 費

千円 千円 千円

（国）
361 722

　災害発生時の避難場所等になる公共施設に

ついて耐震診断の事前調査である耐震化優先

度調査を行う。

・委託料　　1,083千円

・調査対象施設

　大坪公民館、大川内公民館、波多津公民館、

　大川公民館、松浦公民館（講堂）、二里公

　民館、東山代公民館、山代公民館、生涯学

　習センター

・補助率　　国1/3

安心
１．
地域の宝

●
社会教育施設耐震
化優先度調査事業

1,083

安心
１．
地域の宝

公民館管理運営事
業

94,201

（使）
2,724
（諸）
3,888

87,589

　各町公民館の運営及び維持管理を行う。

※宿日直業務の見直し

・全公民館の宿日直のうち年末年始・祝日は

　廃止し、原則休館日とする。（年20日）

・22時～翌8時半までの宿直を廃止し、機械

　警備とする。

・日曜日の17時以降は休館とする。

・牧島、波多津、大川公民館の宿日直を全

　面的に廃止する。

327

　生後３か月を迎えた赤ちゃんとその保護者

に対して、３か月児健診時に絵本を配布する

とともに、ボランティアと協働で読み聞かせ

を行う。

活力

４．
安心して
子供を生
み育てる

ブックスタート事
業

327

700

　地域の歴史、文化、風土、自然等の特性を

活かした地域づくりを推進するため、地域の

特性や課題等を踏まえた生涯学習を各種団体

と連携しながら、各町公民館を拠点に独自の

講座等を開催する。

活力
１．
地域の宝

特色ある公民館創
造事業

400 400

　地域づくりの拠点である公民館の主導のも

と、特色ある地域づくりを実践するため、当

該事業を委託し、活力ある公民館活動を推進

する。

・委託料　200千円×2館

・委託先　市公民館連合会

活力
１．
地域の宝

伊万里塾推進事業 700

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

●
放課後子ども教室
推進事業

540

（国）
180

（県）
180

180

　市内全ての子どもを対象に、安全・安心な

子どもの活動拠点（居場所）を設け、地域の

人たちの参画を得て、子どもたちとともに勉

強やスポーツ・文化活動、地域住民との交流

活動等の取組を推進する。

　平成１９年度は山代西小学校をモデル校と

して実施し、事業効果を検討する。

・負担割合　国1/3　県1/3　市1/3

・対　　象　小学1年生～6年生

・開設時間　毎週水曜日　午後3時～5時

　　　　　（夏休み等長期休業期間を除く）
資料　p73
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特定財源 一般財源

５つの
まちづくり

キー
ワード

説 明
財 源 内 訳

事 業 名 事 業 費

千円 千円 千円

（使）
7,756
（諸）
849

20,743

　社会体育施設の適正な運営及び維持管理を
行う。
※体育施設管理の見直し
・国見台プールの休止（危険防止等）
・国見台陸上競技場の３種公認を更新しな
　い。

安心 体育施設管理事業 29,348

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

学校給食センター
ＰＦＩ事業

158,956 158,956

　ＰＦＩ手法により整備を行った新学校給食

センターの建設経費等を、平成１８年度から

平成３３年度までの１６年払いで支払う。

・維持管理業務費　14,706千円

・運営業務費　　　65,531千円

・施設整備費　　　78,719千円

（国）
240 360

　誰もが気軽に参加できる「歩きたくなる街

伊万里ウオーク」を開催し、市民の健康づく

りを推進するとともに、全国のウオーキング

ファンへ呼びかけることにより、伊万里を広

くＰＲする。

・委託料　600千円

※まちづくり交付金対象事業

活力
１．
地域の宝

ウオーキング大会
開催事業

600

6,926

　平成１９年度全国高等学校総合体育大会の
ホッケー競技に関し、準備及び大会運営を行
う。
・市実行委員会補助金　6,926千円

活力
●
スポーツ振興支援
事業

3,647 3,647

　これまで体育協会を通じて補助を行ってい

た事業（６事業）を１本化し、市内スポーツ

の振興を図る。

・市体育協会運営費補助金　　　　　2,396千円

・町民スポーツ振興補助金　　　　　  286千円

・市スポーツ災害共済会運営費補助金 　20千円

・市内一周駅伝競走大会出場費補助金  195千円

・県民体育大会出場費補助金　　　　  600千円

・市スポーツ少年団本部運営費補助金  150千円

活力
平成１９年度全国
高校総体開催準備
事業

6,926

活力

４．
安心して
子供を生
み育てる

親子のふれあい絵
本の読み聞かせ事
業

19 19

　少子化傾向のなか、次世代を担う子ども達

に対し、乳幼児向けの絵本の読み聞かせ、イ

ベントの開催等を通じて、子育て支援、充実

を図る。

・「おはなし０１２」の開催など

（国）
201 401

　災害発生時の避難場所等になる公共施設に

ついて耐震診断の事前調査である耐震化優先

度調査を行う。

・委託料　　602千円

・調査対象施設

　国見台体育館、大川体育館、東山代体育館、

　波多津体育館

・補助率　　国1/3

安心
１．
地域の宝

●
社会体育施設耐震
化優先度調査事業

602

資料　p73

資料　p74
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特定財源一般財源

　

千円 千円 千円

千円 千円 千円

諸 支 出 金

安心 水道事業繰出金 42,240
（起）
42,200 40

○投資及び出資金　　　　　42,240千円

・井手口川ダム建設出資金

7,100

（起）
40,000 △ 1,370

　平成１８年９月の秋雨前線豪雨及び台風

１３号による災害

・河川　　28箇所

・道路　　78箇所　　　計　106箇所

（分）
1,775
（県）
3,550

1,775

　家屋等の背後地の急傾斜地や崖地の崩壊に

よる被害の増大を未然に防止するため、その

防止工事を行う。

・施工箇所　藤の川内１地区、板木地区

・総事業費　7,100千円

・事業内容　擁壁工事、防護柵工事

・負担割合　県50%、市25%、地元25%

（分）
6,750
（起）
6,000

750

　家屋等の背後地の急傾斜地や崖地の崩壊対
策として、比較的規模が大きい箇所につい
て、県営事業により対策（復旧）工事を行
う。
○県営事業負担金
・施工箇所　大川内山地区、釘島地区、
　　　　　　上ノ山地区、藤の川内地区、
　　　　　　清水浦第２地区
・総事業費　160,000千円

・負 担 金  13,500千円

・負担割合　国45%　県45%　市5%　地元5%

13,500

安心

安心
急傾斜地崩壊対策
事業（県営事業負
担金）

急傾斜地崩壊防止
事業

安心
土木施設災害復旧
事業（単独、過
年）

38,630

安心
土木施設災害復旧
事業（補助、過
年）

590,379

キー
ワード

５つの
まちづくり

災　害　復　旧　費

事 業 名

安心
農業用施設災害復
旧事業（補助、過
年）

説 明事 業 費

安心
農地災害復旧事業
（補助、過年）

92,426

（分）
2,525
（県）
88,475
（起）
2,500

財 源 内 訳

△ 1,074

　平成１８年９月の秋雨前線豪雨及び台風

１３号による災害

・田　　　68箇所

・畑　　　12箇所　　　計　80箇所

7,006

（国）
402,573
（起）
180,800

　平成１８年９月の秋雨前線豪雨及び台風

１３号による災害

・河川　　91箇所

・道路　　55箇所　　　計　146箇所

（分）
736

（県）
85,062
（起）
700

85,504 △ 994

　平成１８年９月の秋雨前線豪雨及び台風

１３号による災害

・水路　　36箇所

・道路　　28箇所　　　計　64箇所
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（特別会計）

特 定 財 源 一 般 財 源

千円 千円 千円

（国）

1,860,461

（県）

250,414

（連合会） 金 額

6,478,966 819,099 1,756,484 総 務 費 130,676

(支払基金） 保 険 給 付 費 4,006,941

1,356,910 老 人 保 健 拠 出 金 1,099,295

(繰） 介 護 納 付 金 321,879

435,597 共 同 事 業 拠 出 金 872,087

（財） 保 健 事 業 費 18,876

1 公 債 費 1,350

諸 支 出 金 4,916

基 金 積 立 金 1

予 備 費 22,945

計 6,478,966

千円 千円 千円

（国）

1,144,983

（県）

678,134

（負）

介護保険 4,662,756 14,281 782,712

(支払基金） 金 額

1,386,565 総 務 費 115,302

(繰） 保 険 給 付 費 4,432,691

656,081 財 政 安 定 化 基 金 4,000

地 域 支 援 事 業 108,760

公 債 費 60

諸 支 出 金 1,922

基 金 積 立 金 1

予 備 費 20

計 4,662,756

千円 千円 千円

項 目

介護保険特別会計

　サービス受給者の適正な認定に努めるとともに、

円滑なサービス提供の推進、制度理解の促進、保険

料の収納率向上等に努める。

　また、平成１８年度に引き続き国の制度に基づい

た、元気な高齢者や特定高齢者（要介護、要支援に

なる恐れのある虚弱な高齢者）が要介護、要支援認

定者にならないよう予防事業に重点を置いた施策を

展開する。
(単位：千円)

国民健康保険特別会計

　地域住民の健康と福祉を保障する地域保険とし

て、市民の「健康で豊かな毎日」を支えるために、

保険給付の適正化を図り、国保財政の健全化に努め

る。

・一般被保険者　9,274世帯　19,042人

・退職被保険者　2,844世帯　 4,127人

(単位：千円)

項 目

国民健康保険

立花台地開発事業特別会計

立花台地開発事業 13,935 13,935

・事業費　管理業務等委託料 　 2,275千円

          事務費等　　          101千円

          職員人件費（1人） 　7,081千円

・公債費(一借利子) 　　 　　　　 50千円

・予備費　　　              　4,428千円

事 業 名 事 業 費 説 明
財 源 内 訳
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特 定 財 源 一 般 財 源
事 業 名 事 業 費 説 明

財 源 内 訳

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

公共下水道事業特別会計

公共下水道事業 2,159,286

（国）
135,177
（繰）
747,160
（起）
758,500

518,449

○建設事業

　①補助事業

　・処理場中央監視設備工事（H16～19）

　　　　　　　　　　　　　　 82,000千円

　・処理場水処理施設機能更新工事（H19～22）

　　　　　　　　　　　　 　　96,000千円

　・管渠築造工事　　 　　　　20,000千円

　②単独事業

　・汚水管埋設工事　 　　 　150,010千円

○公債費

　・元金　　　　　　 　 　1,051,771千円

　・利子　　　　　　 　　   459,671千円

○処理場等維持管理業務　　   28,089千円

○公債費

　・元金　　　　　　　　　 　70,285千円

　・利子　　　　　　　　　   31,989千円

農業集落排水事業 130,863
（繰）
100,000 30,863

市営駐車場 16,240 16,240

市営駐車場特別会計

・事業費　委託料（指定管理料）7,455千円

          土地借上料等        6,535千円

          維持管理費      　 　 739千円

・公債費  一借利子 　　 　 　  　 5千円

・予備費　　 　　             1,506千円

農業集落排水事業特別会計

老人保健特別会計

　高齢者の健康保持と適切な医療の確保を図りなが

ら、各種医療給付事業を実施する。

・総 務 費　 　        　　  21,751千円

・医療諸費　　　        　6,183,748千円

・公 債 費　　　 　             548千円

・諸支出金　  　　  　          217千円

・予 備 費　  　　　              9千円

老人保健 6,206,273

（国）
2,012,573
（県）
502,526

(支払基金）
3,168,788
(繰）

509,621
（諸）
12,754

11

資料　p75

資料　p76

- 40 -



特定財源 一般財源

千円 千円 千円

千円 千円 千円

第４工業用水道建
設事業

資
本
的
支
出

工業用水道事業特別会計

（企業会計）

事 業 名 説 明事 業 費
財 源 内 訳

36,000

有田川浄水場遠隔
監視装置更新事業

8,100

水道事業特別会計

資

本

的

支

出

簡易水道統合整備
事業

337,000

（国）
70,400
（起）
250,600

鉛製給水管布設替
事業

水道水源開発施設
整備事業
（井手口川ダム建
設負担金）

126,720

（国）
42,240
（出）
42,240

42,240

　第９次拡張事業において簡易水道統合を計画して
いるが、松浦町・大坪町をつなぐ主要接続幹線の配
水管新設工事等を行う。

　第９次拡張事業における井手口川ダム建設負担金

16,000

36,000

　鉛製給水管布設替

・布設替戸数　300戸

・対象地区　　本町、浜町、西円等

2,200

　平成１８年度から３か年事業で、新たな水源を利

用して水質問題解消と東部地区における未普及地区

への給水区域拡張を行うものであり、１９年度は浄

水場の建設及び配水施設等の整備を行う。

123,700

　上水道の安定給水と有収率の向上を図るため、配

水管の新設・改良を行う。

　Ｌ＝4,199ｍ

8,100

配水管新設・改良
事業

123,700

　第４工業用水道事業の平成２１年７月給水開始に

向け、取水・導水・貯水・浄水・配水の各施設につ

いて、本格的工事に着手するとともに、所要の土地

の取得や貯水施設周辺の環境調査業務等を行う。

8,107,972

（国）
100,000
（県）

1
（起）

7,879,400
（出）
95,472

33,099

　配水池やポンプ場のデータを集め、有田川浄水場

で監視をする装置が老朽化しているため、４年計画

（３年目）で更新を行う。

波多津簡易水道再
編推進事業

500,000

（国）
155,800
（起）
342,000

資料　p77
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特定財源 一般財源
事 業 名 説 明事 業 費

財 源 内 訳

千円 千円 千円

資
本
的
支
出

県地域小児医療体
制整備事業

医療器械備品購入

収
益
的
支
出

(有田町)
  15,000

150,377

国民健康保険病院事業特別会計

（国）
5,775
（市）
  102
（起）
144,500

　県地域小児医療体制整備事業を活用して、小児科

医師の確保を図り、地域の小児患者への診療体制の

整備・充実を行う。

15,000

　ＣＴ装置、生化学自動分析装置、手術用麻酔器、

胆道ファイバースコープ
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事業概要説明資料

　

住みたいまち伊万里・行きたいまち伊万里推進事業

②未就学児（１０万円）
③義務教育就学者（５万円）

①固定資産税相当額 ④陶芸窯設置（購入費用の
２分の１：上限１０万円）

 加算

 加算

 基本額

市内への住宅取得・転入

市外居住者

市内へ居住

奨励金の額＝①＋②＋③＋④（５０万円を限度）

伊万里市

勤労者や団塊世代など

都市で暮らす
団塊世代など

（転入への
後押し）

伊万里市に
住もう！！

定住人口増

ＰＲ

市外からの
通勤者
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事業概要説明資料

各種訪問団交流及び大連市友好交流２０周年記念事業

夏　大連市長の表敬訪問
及び記念植樹（Ｈ１６．４月）

大連市科学技術協会農業視察団受け入れ

きゅうりハウス見学
（Ｈ１８．７月）

施設園芸（アスパラガス）
の視察
（Ｈ１８．７月）
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事業概要説明資料

２１世紀市民ゆめづくり計画支援事業

伊万里わくわく映像塾の活動
（事業実施年度　Ｈ１８年度～Ｈ１９年度）

専門家によるカメラ撮影の技術指導

伊万里中学校生徒による撮影作業
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事業概要説明資料

食を活かしたまちづくり事業

＜　朝ごはん条例（案）　＞

小・中学生による
地元食材を使った弁当づくり

＜　食のまちづくりシンポジウムの開催（Ｈ１８．１１．２３）　＞

市長賞受賞作品（小学生の部）
　　加藤未悠さん（立花小学校６年生）
　　山田萌子さん（　　　　〃　　　　　　）
　　墨谷優歌さん（　　　　〃　　　　　　）

食事バランスガイド

※食育推進基本計画をＨ１９年度に策定する予定
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事業概要説明資料

伊万里港開港40周年記念事業
伊万里・アジアネットワーク事業

博多、北九州に次ぐ九州第３位のコン
テナ取り扱い量に成長した伊万里港。
平成１９年度は伊万里港開港40周年と
ともに、コンテナ取り扱い開始１０周
年を迎える。

平成18年9月8日、大連市において開催
された「友好都市フォーラム」におい
て、伊万里焼を展示しながら「伊万里
フェア」の記者発表を行った。平成19
年度は伊万里市と大連市との友好交流
開始から20周年の記念の年となる。

平成18年9月26日から10月4日にかけて大
連市内のデパートで行った「伊万里梨
フェア」のようす。徐々に高級果実とし
ての認知も進みつつある。昨年は店頭販
売と合わせ、高級ホテルへの販売も実現
した。ビジネスとして成り立つ量を確保
できるかが今後の課題となる。
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事業概要説明資料

・

・共同生活援助（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ）

佐　賀　県

・地域活動支援センター

・福祉ホーム

・その他の日常生活又は社会生活支援

自立支援医療

・（旧）更生医療
・（旧）育成医療　※

・コミュニケーション支援

・療養介護

・就労移行支援
・就労継続支援

障害者自立支援法による、
総合的な自立支援システムの全体像は、
自立支援給付と地域生活支援事業で構成されています

伊万里市

訓練等給付

・自立訓練

介護給付

・重度障害者等包括支援

・児童デイサービス

・短期入所（ショートステイ）

・居宅介護（ホームヘルプ）

・重度訪問介護

・行動援護

　※実施主体は佐賀県

補装具

・相談支援

・施設入所支援

・共同生活介護（ケアホーム）

●専門性の高い相談支援　●広域的な対応が必要な事業　●人材育成　等

障害者自立支援給付事業地域生活支援事業

・日常生活用具の給付又は貸与

・生活介護

・移動支援

・（旧）精神通院公費　※

自立支援給付

障
害
者
・
児

地域生活支援事業

支援
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事業概要説明資料

こどもハートフルセンターひまわり園（完成イメージ図）

心身障害児通園事業

こどもハートフルセンター
ひまわり園
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事業概要説明資料

　

　

　
　

　
　

　
　

グリーンツーリズム推進事業

伊万里の豊富な農畜水産物や、豊かな自然に恵まれた農山漁村に、都市住民が直接触れ
合う機会を創出し、これらへの理解醸成や人的交流、連携強化を図ります。

また、その受け皿となる農村集落の人材を育成し、地域の活性化を図ります。

講演や現地研修などにより、受入れ農
村側の意識向上と体制づくり、担い手
育成や農産加工グループ等の活動を推
進していくリーダーの育成を図りま
す。

事業費　　３８４千円

　
都市住民を農山漁村へ案内し、直接
触れ合うバスツアーを開催します。
（日帰り、宿泊）

事業費　　５６７千円

西九州一の面積を誇る梅園という地域資
源を活用する梅まつりを支援すること
で、伊万里産梅の認知度アップと都市農
村の交流を促進します。

事業費　　２００千円（ＪＡへ補助）

－50－



事業概要説明資料

農業に興味を持ち、伊万里市で就農を希望及び検討している方
（年齢、性別、農家・非農家問わず）

　

JA伊万里

西松浦農業改良普及センター

農業委員会 事務局：農業振興課

　 認定農業者 等

　

　
　

　
　

「伊万里農業未来塾」新規就農者育成確保推進事業

関係機関が一体となった取り組みで推進を図る。

伊万里市農業のプロフィールや魅力ある経営事例の紹介

作物栽培の基礎から専門的な知識を学ぶ講座

市内先進農家の視察や農業者との意見交換

農業に関する制度・支援策の概要

圃場での栽培管理や機械の操作研修

　新規就農を希望する定年者や非農家等を対象に農作物の栽培管理や農機具の操作等の講
習・指導を行う「伊万里農業未来塾」を開催し、新規就農者の育成・確保を図ります。

　3年間のサイクルで実施
し、1年目は基礎、2年目は
専門、3年目は就農プラン
作成と3段階のステップを踏
み、就農へと誘導する。
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事業概要説明資料

事業概要

事業期間　　平成17年度～平成19年度

施工面積　　A=9.0ha

区画整理　　A=9.0ha

道 路 工   　L=432.0m

用水路工　　A=8.3ha（ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ）

排水路工　　L=1,458.0m

基 盤 整 備 促 進 事 業 施行地区：二里町八谷搦

9.0ha

一般平面図

  平成19年度事業計画
  区画整理　 A=4.02ha
  道 路 工　　L=233.3m
  用水路工　 L=386.2m
  排水路工　 L=219.6m
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事業概要説明資料

　

　

　
　

　
　

　
　

県単さが農業農村振興整備事業

標準断面図

上岩谷地区　L=190m

水路整備　U-600

延長L=190m

上岩谷水路整備工事

平面図

地区全景

1:
1.
2
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事業概要説明資料

事業概要

地区名： 北野古堤

所在地： 伊万里市松浦町東分　地内

主要工事： 堤体工　L=37.0m
余水吐工　

事業費： ４，０００千円

　

　
　

　
　

　
　

ため池災害防止事業 施行地区：北野古堤

標準断面図

平面図位置図
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事業概要説明資料

ツ ル 越 冬 事 業

全体計画図

長浜干拓へ飛来したマナヅル（11/16～2/13まで９０日間滞在）

ツル越冬事業  計画平面図

排水ポンプ場

マナヅルデコイ

ナベヅルデコイ
ネグラ

稲穂刈り残し

監視室
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事業概要説明資料

救急救命士養成事業

非常備消防車両等整備事業
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事業概要説明資料

きらきら伊万里っ子育成事業

ふるさと伊万里を愛する子どもの育成

「こども伊万里学」指導資料

～世界に誇るわたしたちの伊万里焼～

総合的な学習の時間や社会科の充実

教材の開発○ 子どもたちの主体的な調べ活動を支える

・ 学習資料（子ども用） ・ 視聴覚教材

・ 指導資料（教師用）

・ ９カ年の発達段階を考慮した「ふるさと学
習」の推進

☆ 子どもの主体的な調べ活動を難しくする諸問題
○ 子どもたちは、文献やインターネットを活用して焼き物に関す
る情報を収集するが、専門的で難解な用語の羅列により、理解で
きない。

○ 秘窯の里「大川内山」や窯元の作業現場を訪れた経験がほとん
どないため、焼き物作りのイメージがわかない。

○ 教職員の広域人事により、市外の教職員が増えたことに伴い、
教職員に「伊万里焼」に関する知識や経験が不足している。

○ 活用目的の明確化
○ 課題の検討
○ 教材作成

○ 専門的な知識
○ 助言
○ 資料提供
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事業概要説明資料

山代西小学校の小学１年生から小学６年生までを対象として、子どもの

活動拠点（居場所）を設け、地域の方々の参画を得て、子どもたちとと

もに本読み等の学びの場や文化活動等の体験の場など地域住民との交流

活動等を推進し、児童の健全育成に資する。

山代西小学校放課後子ども教室推進事業

（１）開設場所 図書室及び特別教室

（２）開設時期 平成１９年４月中旬

（３）対象者 小学１年～６年生

（４）定員 ３０名

（５）開設曜日及び時間 授業のある日の水曜日（午後３時～５時）

（６）保護者負担 年間５００円／人（保険料）

放課後子ども教室推進事業

　次世代を担う子どもたちに、絵本の読

み聞かせを通じて、親子のふれあいの促

進を図ります。

　また、０～２歳児を対象にした「おは

なし０１２」の開催、絵本の専門家によ

る実演会、講演会を行います。

１．目的

３．内容

２．名称

親子のふれあい絵本の読み聞かせ事業

副田ひろみさん講演会（平成18年11月6日）
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事業概要説明資料

ウオーキング大会開催事業

　「歩きたくなる街　伊万里ウオーク」

　美しい日本の歩きたくなる道５００選に選ばれた「秘窯の里・伊万里を巡るみ
ち」をはじめ、古伊万里文化の漂う市街地など、焼物の歴史や文化、豊かな自

然を満喫しながら、さわやかな汗を流し、健康づくりへとつなげる「歩きたくなる街

伊万里ウオーク」を開催いたします。

　★　期　日　　　平成１９年４月７日（土）

　★　コース　　　① 秘窯の里・鍋島コース（約１５ｋｍ）

　　　　　　　　　② 古伊万里コース（約７ｋｍ）
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事業概要説明資料

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

最終沈殿池最終沈殿池

伊万里市浄化センター

木須東汚水準幹線
き

施工位置図

古賀地区

白野地区

木須東地区
き

大里地区

勝田地区

南川東地区

反応タンク(既設)

改 築 更 新中央監視設備

処理場平面図

反応タンク

中央監視設備
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事業概要説明資料

現況    1,033 人 計画    1,480 人 現況    1,374 人 計画    1,760 人

現況       260 戸 計画       288 戸 現況       407 戸 計画       428 戸

                 218 戸                  284 戸

管　路　工　事 L=    10,562m 1,003,865   千円 L=    15,788m 1,331,509   千円

中継ポンプ
施        設

N=      6 箇所 30,626   千円 N=      9 箇所 54,175   千円

処　理　施　設
計画日平均汚水量

400m
3 507,809   千円

計画日平均汚水量

476m
3 498,416   千円

事　　務　　費 15,424   千円 18,841   千円

単独付帯費 L=    1,752m 170,287   千円 L=    1,901m 220,131   千円

計 L=    12,314m 1,728,011   千円 L=    17,689m 2,123,072   千円

83.8％（H19.1現在） 69.8％（H19.1現在）

農　業　集　落　排　水　事　業　特　別　会　計　（管理運営事業）

平成７年度～平成１２年度 平成８年度～平成１４年度

処　理　戸　数

地　　区　　名

35.00  ha

建
設
事
業
費
 
千
円

事　業　年　度

処　理　区　域

処　理　面　積

処　理　人　口

水 洗 化 率

水 洗 化 戸 数

68.80  ha

宿　地　区井　手　野　地　区

南波多町井手野、原屋敷、小麦原
大川町宿、片竹、戸石川、山口、井手口、

立川の一部（城野）
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事業概要説明資料

伊万里市第４工業用水道建設事業

㈱ＳＵＭＣＯ九州事業所の伊万里団地進出や長浜工場の増設をはじめ、木材・水産加工を行う
既存企業の事業拡張に必要な工業用水の確保と新たな企業進出に伴う水需要に対応するた
め、平成２１年７月の給水開始に向け、第４工業用水道（給水能力：日量25,000立方㍍）建設の本
格的工事に着手します。

取得する港湾施設等の位置図

全体計画図

配水管布設（φ300mm）

取水路工（開削）

導水管布設（φ900mm）

配水管布設（φ200mm）

配水管布設（φ500mm）

締切堤防工事L=812m

取水地点

導水ﾎﾟﾝﾌﾟ場

導水路用地
A=710㎡

浄水場
浄水場用地
A=16,000㎡

久原南防波堤 L=438m
久原3号物揚場 L=200m

久原工業団地1号護岸 L=468m

久原3号護岸 L=98m

久原1号護岸
(補強S59)L=136m

小島2号護岸 L=296m

小島3号護岸 L=236m

久原北防波堤 L=275m

久原1号防波堤 L=144m

久原1号物揚場 L=10m

久原岸壁 L=70m

久原2号防波堤 L=80m

久原3号防波堤 L=80m

護岸丙 L=40m

臨港道路

久原2号護岸 L=346m護岸丁L=109m

荷さばき地

久原2号護岸
(補強H6)L=162m

護岸甲 L=110m

護岸乙 L=127m
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